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公益社団法人日本青年会議所 ２０１７年度会頭所信  

青木照護  

  

「道日本
にっぽんどう

」  

風に漂う一枚の羽根のように、人は運命に翻弄され、一つの使命に辿り着く。私は、自ら

の使命を自分で決めたいと願い、運命に挑んできた。しかし、もがくほど己の無力さを痛感

し、その度に多くの人に支えられて生きていることを教えられてきた。そして、運命という

光の筋は、この世に命を宿した瞬間から、様々な人や出来事に左右されつつも、寸分違わず

今を生きる自分を貫き、さらに未来へと繋がっていることに気付かされた。つまり運命と

は、自ら選択し、他者によって定められるが、その全ては生まれた時から決まっているの

だ。だからこそ、人生において重要なことは、運命は決まっていると受け止めつつ、運命に

挑み続けることであり、死生観を持って、自分が何者を目指すのかを問い続けることであ

る。そして、古より日本人はこの考え方を「道」という一文字で表現してきた。  

「武士道と云ふは 死ぬ事と見付けたり」（『葉隠』）  

武士を目指すと心に決めた瞬間から、その人の道は拓かれ、武士道を極めるための歩みが

始まる。同じように、日本には道と名のつくものがいくつも存在するが、そのどれもが人の

生き方に通じており、根底には「世のため人のためが自分のため」という考え方が流れてい

る。つまり、「世のため人のためが自分のため」という未来への投資こそ、全ての日本人が目

指す普遍的な生き方であり、いつの時代も日本人が目指してきた道なのである。そこで、私

はこの考え方を、日本の道と書いて「日本道」と呼んでいる。そして、「日本道」こそが、日

本のみならず世界に恒久的な平和をもたらす唯一無二の考え方だと信じ、「全うな日本人」を

目指すと心に決めて、これからも「日本道」を歩み続けていく。  

  

日本の国柄  

 アメリカであれば自由、フランスであれば平等というように、国家にはそれぞれ国柄という

ものがある。では、日本の国柄とは一体何なのか。それは「和」であると私は考える。「和」

という文字には様々な意味が含まれているが、ここでいう「和」の国柄とは運命共同体とい

う意味合いである。  

 日本の国史の基盤となっているのは、日本最古の歴史書といわれる古事記に記された神話で

あるが、神話は虚構であって史実ではないという論調も少なからず存在している。しかし、

古事記を表面的に捉えるのではなく、神話が伝えようとしている核心が何であるのかを深く

考察して欲しい。古事記に登場する神々の名称や地名には、稲作にまつわる文言がそこかし

こに使用されており、天照大神が稲作を中心とする祭祀に従事する祭祀者であったことも記

されている。また、初代神武天皇は東征を成し遂げる際に、各地に稲作（水耕稲作）を伝承

してきたといわれている。これらのことから、古事記とは「日本は稲作文化の国である」と
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いう国柄を後世に伝承するために、神話という物語に編纂されたものだと私は考えている。

米作りには八十八の手間が掛かるといわれ、大勢の人々が力を合わせなければ米を口にする

ことができない。仮に一人でも手を抜けば、収穫まで辿り着けず、全員飢え死にしかねな

い。さらに、予期せぬ天災に見舞われれば、一瞬のうちにそれまでの努力が水泡に帰してし

まうのだ。だからこそ人々は共に助け合い、神社を設けて五穀豊穣を祈り、定期的に集まり

智慧を絞った。そして、無事に収穫された稲穂は神社に奉納され、人々は祭りを催して神々

に感謝し、互いの労を労ったのである。このようにして生まれたコミュニティに敵味方の関

係はなく、まさに運命共同体という「和」の国柄が体現されていたに違いない。そのことを

物語るかのごとく、「和」という漢字は、稲穂を食べる口と書く。  

  

日本人のアイデンティティと価値観  

 このように稲作文化を通して継承されてきた「和」の国柄は、日本人の根底に流れるアイデ

ンティティにも深く刻み込まれている。結論からいえば、日本人のアイデンティティとは

「受け入れる」ことではなく「受け止める」ことであり、そこには自然災害大国日本という

環境が少なからず影響している。  

 世界におけるマグニチュード６以上の地震の約２０％が日本で発生しているといわれ、台風

や豪雨による土砂災害、火山の噴火などの自然災害は枚挙に暇がない。このような環境下

で、どれだけ自分が頑張って働いたとしても、一度の災害により田畑だけでなく命までも失

ってしまう可能性がある。そこで日本人は、この人知を超えた自然の驚異を畏れ敬い、八百

万の神として自然界の万物を崇めてきた。そして、自然を神格化した上で、災害を受動的に

受け入れるのではなく、能動的に受け止め、未来を生きる人々のために、より強靭な国土を

造り続けることで、失われた多くの命に生を吹き込んできた。  

さらに、「受け止める」という日本人のアイデンティティは、「目に見えるモノ」ではなく 

「目に見えないモノ」を大切にする日本人の価値観へと繋がっている。「目に見えないモノ」

とは、惻隠の心に代表される日本の元徳、そして地縁、血縁といった絆など、単位の付けら

れないモノである。  

こうして培われたアイデンティティと価値観により、日本人は文化、宗教、技術の波が異

国から押し寄せてきた際も、しっかりとそれらを受け止め、日本人の価値観を加えることで

独自の文化を形成してきた。つまり、生まれつき日本人は、「受け止める」というアイデンテ

ィティと「目に見えないモノ」を大切にする価値観という智慧を以って、新たな価値を生み

出すイノベーターなのである。  

  

「新現代」の黎明期  

 私たちが生きていく上で、時代というものは非常に重要な要因となるため、時代観について

把握しておく必要がある。１７７６年アメリカ独立宣言、１７８９年フランス革命、そして
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イギリス産業革命を経て、近代という時代が始まり、日本では約１５０年前の明治維新以降

近代へと同調していった。さらに、第二次世界大戦終結（大東亜戦争敗戦）を境に、近代か

ら現代という時代に移り変わったわけであるが、もう既に現代という時代も終わりを告げ、

私たちは新たな時代、いわば「新現代」に突入している。時代が変わるということは、優先

される価値観が変わるということである。近代と現代は「目に見えるモノ」を大切にする物

質至上主義であったため、大量生産、大量消費が善とされてきたが、大量生産は大量エネル

ギー消費からエネルギー問題に繋がり、大量消費は大量廃棄から環境問題へと繋がっていっ

た。資源は無限だと考えてきた現代人は、これらの問題に直面してはじめて己の未熟さに気

が付いたのである。では、「新現代」という新たな時代において優先される価値観とは一体何

なのか。  

 時代は直線的に移り変わるのではなく、螺旋階段状にスパイラルアップしていく。つまり、

上から見ると同じところを回っているが、横から見ると少しずつ昇っているわけである。そ

して、時代は繰り返すといわれるように、優先される価値観も時代を跨いで再び現れる。ゆ

えに、「新現代」にとって優先される価値観の答えは近代以前にある。それこそが、日本人が

古より受け継いできた「目に見えないモノ」を大切にする価値観であり、この価値観を世界

に広め、「新現代」という新たな時代を切り拓き、恒久的な平和をもたらすことが、辺境の島

国日本の使命なのである。そして、「新現代」の黎明期を突き進む日本の両輪となるの 

が、「日本道」という未来への投資を基軸とした、教育再生と経済再生である。  

  

教育再生  

 昨今行われているように、投票の仕方や選挙のルールを教えることだけが主権者教育ではな

い。主権を行使できるだけの格を身に付け、そして政策を見極める力を身に付けることこそ

主権者教育の意義であろう。つまり、自国を誇れる国家観、他を慮る道徳心、そして国を支

える主権者意識を兼ね備えた「全うな日本人」を育成することこそが真の主権者教育なので

あり、日本人としての自覚と責任や品格、人と人とが織りなす社会の仕組み自体を、大人が

子供たちにしっかりと伝えていくことにより、日本という国家が形づくられるのである。ま

さに「国家百年の計は教育にあり」といわれるように、教育は国家の最も重要な根幹であ

り、民主主義国家における主権者教育の果たす役割は絶大なのである。  

 しかしながら、現在の日本の教育には、主権者としての自覚と責任を培う教育が圧倒的に欠

けている。特に、民主主義国家であり経済大国日本として足りていないのは、政治と経済に

関する教育である。義務教育課程において両者についておぼろげに習うものの、日本の政治

の仕組み、国民経済の仕組みについて正確な知識を持っている社会人はほとんどいないので

はないだろうか。また、政治的中立性を欠いた教師による、特定の見方や考え方に偏った教

育活動も依然として行われている。それゆえ、マスメディアやネットのデマゴギーによって

国民の世論が大きく左右されてしまい、政府は世論に配慮するあまり、思惑通りの政策を適
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宜実行できていないように感じられる。「新現代」の黎明期である今こそ、国家観や道徳心だ

けでなく、政治、経済に主眼を置いた真の主権者教育を確立するとともに、自らの存在をか

けて責任をもって子供たちに教え込む教師の人格や見識、つまり「教員力」を底上げしてい

くことで、世界の政治、経済そして文化をリードしていく日本の礎をつくっていかなくては

ならない。 

 そこで政府（文部科学省）は、コミュニティスクールや土曜授業を全国的に推進している

が、制度の形骸化や担い手不足が目立ち、未だ十分な成果を得られていないのが実情であ

る。また、学習指導要領の改訂が重ねられ、国史や国土について正しい知識を学ぶことので

きる教科書も徐々に発刊されてきているが、肝心の各市町村教育委員会がその採択権を行使

できず、一部の偏った思想の人々によって教科書が選定されている地域が未だ多く存在して

いる。このような状況が続く限り、営利企業である教科書会社が「全うな日本人」を育成す

るための教科書製作に尽力するとは考え難い。  

これら教育の問題は、教育行政そのものに深くかかわっており、一朝一夕で解決できる代

物ではない。しかし、だからこそ我々が取り組まなくてはならないのである。青年会議所

は、未来を見据えて種を蒔く団体である。そして、花開くのが１０年先、２０年先、たとえ

身体が朽ち果てようと、未来を生きる子供たちのために滅私奉公することが、リーダーたる

我々ＪＡＹＣＥＥの使命なのである。まずは、国内外の主権者教育と教育行政を研究し、リ

アルとバーチャルを組み合わせながら、日本の教育再生を実行することで、「目に見えないモ

ノ」を大切にする価値観を世界に広げる「全うな日本人」を育成していきたい。  

  

憲法改正  

日本国憲法は、１９４６年１１月３日（明治天皇御誕生日）に公布、１９４７年５月３日

に施行され、２０１７年で施行７０周年の節目を迎える。日本青年会議所では、２００５

年、２００６年に起草したＪＣ版日本国憲法草案（ＪＣ草案）をツールとして、改憲、反改

憲という二者択一の意志のない世論ではなく、明確な意志を持った輿論を形成するために、

国民の憲法論議を牽引してきた。そもそも憲法とは、国家権力の暴走に歯止めを掛け、国民

の自由と権利そして大切な命を護るとともに、それに見合う義務と責任を明示するために存

在している。さらに、第９６条に改正要件が明記されていることからも分かる通り、日本国

憲法は改正を前提としてつくられているのだ。７０年前と現在では、私たちを取り巻く環境

は激変しており、サイバー空間や宇宙空間など、当時からは想像もつかない世界が現れ、近

い将来には人工知能という新たな世界も広がってくる。このような環境下で、果たして現行

憲法全１０３条で国民の自由、権利、命を護ることが本当にできるのだろうか。我々は決し

て、改憲が目的の運動を展開してきたわけではない。時代の変化に対応できない憲法と現実

との狭間で、実際に困っている国民が存在しているからこそ、当然の行動として憲法改正に

向けた運動を継続してきたのだ。  
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そしてついに、２０１６年参議院議員通常選挙の結果、憲政史上初めて、改憲に必要な国

会議員の数が衆参３分の２以上に達するという憲法改正発議の条件が整った。答えの出ない

神学論争を延々と繰り広げる局面は終わったのだ。ＪＣ草案を世に問い続けてきた日本青年

会議所にとって、まさに天の時を迎えたのである。今、改めてＪＣ草案起草の考察過程を振

り返り、改憲のポイントを見定めるとともに、国民の自由、権利、命を護るために、青年と

しての解を示し、堂々と世に訴えていくことで、一人ひとりの確固たる意志を伴った憲法輿

論を確立していかなくてはならない。施行後７０年間一度たりとも改正されなかった憲法

を、日本人が自らの手で改正することで、初めて自主自立国家日本を取り戻すことができる

のである。誇りを持って憲法改正発議を立法府である国会に求めていこうではないか。  

  

自国を誇れる国家観  

 国家観と歴史認識は同義であると私は捉えている。ゆえに、自国を誇れる国家観とは、日本

人であることに誇りを感じる歴史認識と言い換えることができる。  

日本は、古事記が示す通り紀元前６６０年１月１日（新暦２月１１日）に橿原宮におい

て、初代天皇として神武天皇が即位されてから、皇紀２６７７年目を迎える万世一系世界最

古の自然国家である。これを基に我が国では、２月１１日を紀元節としていたが、１９４８

年からＧＨＱにより廃止されてしまった。その後、紀元節は１９６６年６月の祝日法改正に

より「建国記念の日」として新たに定められ、１９６７年２月１１日から、建国を偲び、国

を愛する心を養うための国民の祝日として復活したのだ。しかし、なぜ「建国記念日」では

なく「建国記念の日」なのであろうか。この問題は、日本誕生の歴史を素直に祝うことので

きない人々による、歴史認識を巡る軋轢の遺物であり、我が国が未だに、答えの出ない神学

論争から脱却できていないことを象徴している。我々は、決してイデオロギーに左右される

ことなく、中庸を保ちながら、建国の歴史が物語る日本の国柄を子供たちに伝承していくと

ともに、法と証拠と正義に基づき近現代史を検証することで、自国を誇れる国家観を国民に

確立し、正真正銘の「建国記念日」を確立しなければならない。  

  

他を慮る道徳心  

２０１５年３月の学習指導要領一部改訂に伴い、「特別の教科 道徳」として義務教育課程

における道徳の教科化が決定した。小学校では２０１７年、中学校では２０１８年に教科書

検定が実施され、それぞれ翌年４月から全面実施となる。このことは、道徳を重視するとい

う意味において非常に意義深いことであるが、道徳を教科化すれば「全うな日本人」が育ま

れるのかといえば、話はそれほど単純ではない。そもそも道徳心とは、自分が何者を目指す

のかという「道」の上を、右往左往しながら「徳」を積むことで培われる。だからこそ、子

供たちが憧憬を抱くロールモデルの存在が必要不可欠なのである。私たちは、その任を古今

の偉人たちに求めがちであるが、何よりも、子供たちの身近に居る親や教師をはじめとする
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大人たちが、普遍的な倫理観に基づいた立ち居振る舞いを示し、その背中で子供たちに他を

慮る道徳心を伝えていくことが重要である。特に、親世代である我々ＪＡＹＣＥＥが、言っ

ていることとやっていることの違う、いわゆるＪＣゴッコの団体だと世間に評価された瞬

間、青年会議所全体の社会的信頼は大きく損なわれ、道徳心を語る資格すら喪失してしま

う。だからこそ、明るい豊かな社会の実現を標榜する我々は、陰徳を積み重ね、他を慮る大

人の背中を伝播していくことで、社会に対して恥ずかしくない、説得力と実行力を兼ね備え

た団体へと進化していかなくてはならない。  

また、道徳を教科化するきっかけとなった、いじめによる子供たちの自殺問題を解決する

には、いじめを撲滅することはもとより、いじめを跳ね除ける子供たちの強い精神力を育む

ことが重要である。そのためには、幼児期から愛情を注ぐことは勿論のこと、正しい躾をバ

ランス良く行うことで、子供たちの自己肯定感を育んでいかなくてはならない。自己肯定感

の強い子供は、物事をポジティブに捉えるようになり、成長とともに創造性と自主性を伸ば

していく。また、多様な人間関係の中で揉まれながらも、世の中を渡っていく人間関係力を

培うこともできる。このように、強く優しい文武両道の人材を育成していく運動の担い手も

やはり親世代である我々ＪＡＹＣＥＥなのである。  

さらに、児童虐待による痛ましい事件が後を絶たず、我が子に対する親の無関心という問

題も無視できない。経済産業研究所が２０１４年２月に発表した「基本的モラルと社会的成

功」によれば、「うそをついてはいけない」、「他人に親切にする」、「ルールを守る」、「勉強を

する」という四つの躾を全て受けた人の平均所得は、全て受けていない人のそれを約１８％

上回ったと報告され、躾の有無が所得格差に直結していることが示された。この事実を知れ

ば、我が子の躾に無関心だった親も、少しは関心を持つかもしれない。このように、精神論

ではなく数値的根拠を活用して、子供たちの躾や教育に親の関心を惹きつけることで親学を

推進していきたい。  

  

国を支える主権者意識  

 真の主権者教育とは、政策を見極める力である「政策リテラシー」を身に付けるためにこそ

存在している。勿論、国語、理科、算数も政策を見極めるために欠かせない知識であるが、

子供たちに政治の仕組みを教えること、また、政治的中立性を担保した上で、選挙の意義や

投票権を行使するための知識を伝え、積極的に政治に参画しようとする意欲や態度を育む政

治参画教育も重要である。なぜなら、国民のレベル以上に、政治のレベルは上がらないから

だ。国民が政治や政策に対して無知、無関心であれば、確固たる政策を持った政治家が鎬を

削る必要もなくなり、既得権益を盾にした一部の意見が政策に大きな影響を与えることにな

る。特に最近では地方政治の腐敗が取り沙汰され、政治資金を巡って逮捕者まで出ている。

そこで我々は、地域経済分析システム（ＲＥＳＡＳ）などを活用して、地方政治が地域の課

題を正確に捉えているのか検証し、民度と政治レベルの相関性を国民に訴えていく必要があ
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る。また、選挙権年齢「１８歳以上」への引下げという時流に乗じて、小、中、高等学校等

における政治参画教育を確立し、主権者として政治の在り方に関わる難しさから逃げず、考

え抜き、判断し選択する自覚と責任を兼ね備えた子供たちを育んでいきたい。そして、教師

のさらなる政治的中立性の確保を政府や全国の教育委員会に求めていくとともに、公職選挙

法改正を視野に入れ、ネット選挙など新たな手法による投票率向上の取り組みにも挑戦して

いきたい。  国民が国家を意識せず、経済活動を謳歌できるのが理想ではあるが、残念なが

ら海洋国家日本を取り巻く諸外国には「平和を愛する諸国民」だけが暮らしているわけでは

なく、国民が国家に対する知識と意識を持って主権を行使しなければ、経済活動はおろか安

全安心な生活を護ることもできない。そして、このような安全保障は何も防衛に限ったこと

ではなく、日本には食料、防災、エネルギーそしてサイバーなど多岐に亘る安全保障が存在

している。そこで、海洋国家日本の現状を伝えることは勿論のこと、その他安全保障につい

ても総合的な戦略をまとめ、安全保障が如何に国民の生活に密接にかかわっているかを若年

層に伝えていく安全保障教育の確立が必要である。また、産官学と連携し、安全保障と経済

を結び付ける取り組みにも挑戦していきたい。  

  

 真の主権者教育の実現による教育再生は、教師だけでなく全ての大人たちが、運命共同体と

いう「和」の国柄を再認識し、未来という「目に見えないモノ」に想いを馳せ、子供たちへ

の投資を最優先することから始まるのである。  

  

経済再生  

 経済とは、「世を經
おさ

め、民を濟
すく

う」という「經世濟民
けいせいさいみん

」に由来する言葉であり、まさに「世

のため人のためが自分のため」という「日本道」に通じる言葉である。しかし、株主資本主

義というシステムによって、経済の本来の意味は大きく捻じ曲げられてしまった。株主資本

主義で最も重視されるのは、株価を上げることであり、貨幣という「目に見えるモノ」を稼

ぐことである。そのために、社会的違法行為に手を染めてまでも、競合他社を蹴落とそうと

する企業も現れている。そこには、「經世濟民」の理念はおろか、「目に見えないモノ」を大

切にする日本人の価値観、他を慮る道徳心、そして「三方善」とした日本の商慣行すら存在

しない。  

また、時代の変わり目には革命や戦争が付き物であるが、「新現代」の黎明期である現在は

どうであろうか。私は、今まさに経済戦争という第三次世界大戦の真っ只中であると考えて

いる。先の戦争では、植民地を巡り世界中が奪い合いの戦いを繰り広げたわけであるが、今

回の経済戦争では、ごく一部の企業や投資家が、国家の枠を超えたグローバリズムという仕

組みを、開発途上国だけでなく先進国にまで押し付け、所得の奪い合いを行っている。幸い

にも日本では、この経済戦争による戦死者は出ていない。しかしその反面、子供が生まれな

いという大きな被害を被っている。なぜなら、若者が子供をつくらない、もしくは結婚をし
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ない理由の大半は、経済的不安に起因しているからだ。戦死者が出るのも、子供が生まれな

いのも、人口減少という意味では同じであり、むしろ子供が生まれない少子化の方が国家に

とって由々しき問題である。日本はこのままグローバリズムの波に呑み込まれ、ＴＰＰと外

国人労働者を受け入れれば、またも敗戦国となってしまうであろう。では、経済戦争という

第三次世界大戦を終結させ、世界に安寧をもたらすことができるのは一体どの国なのだろう

か。私は、それこそが我が国日本であると考える。株価や貨幣といった「目に見えるモノ」

を大切にする株主資本主義ではなく、「目に見えないモノを大切にする」企業統治の仕組みを

世界に広げることで、日本は経済戦争を終結させ、「新現代」という新たな時代を切り拓くこ

とができるはずである。そのために、２０１６年度から始まったＶＳＯＰ運動（本業を通し

た社会貢献）を拡充強化するとともに、子供たちへの経済教育を通して、国民経済の基本的

な仕組みを理解した日本人を育成していきたい。そして、物質的な豊かさではなく、モノづ

くりから始まる物語づくりを通して、人々の生活の質を向上するクオリティ・オブ・ライフ

（ＱＯＬ）の考え方を世界に伝播し、誰もが夢を描ける日本へと進化していく戦略、戦術を

国民に示していきたい。ただし、経済再生を果たし、誰もが夢を描ける日本を実現するため

には絶対に必要な条件がある。それは、１９９８年以降約２０年間続いているデフレーショ

ンからの脱却である。  

  

デフレ脱却  

 朝鮮戦争特需をきっかけに、日本は完全雇用を実現し超人手不足の中、設備投資、人材投

資、技術開発投資、そして高速道路網や東海道新幹線建設などの公共投資によって急速な生

産性の向上、つまり高度経済成長を果たした。そして、バブル景気を経験し、バブル崩壊後

も経済成長を続けたが、１９９７年の消費税３％から５％への増税により翌年からデフレに

突入、経済成長はマイナスもしくは横ばいを繰り返し、現在に至るまでデフレから完全に脱

却することができていない。  

 デフレは総需要の不足によって生じるため、脱却するためには購買意欲や投資意欲を高めて

いくことが大前提である。しかし、デフレ期には生産性が低下し、生産者の所得が低下して

いくため、個人消費や企業の設備投資も減少し、総需要が増々縮小した結果、需要と供給の

隔たりであるデフレギャップがさらに拡大し続けるというデフレスパイラルに陥ってしま

う。この悪循環から脱しない限り、日本は「新現代」を切り拓くどころか、自国の安全保障

を維持することもままならず、グローバリズムの波に呑み込まれていってしまう。  

 そこで、政府はアベノミクス３本の矢として「大胆な金融緩和」、「機動的な財政出動」、「国

民投資を喚起する成長戦略」を実行した。金融緩和の結果、円安、株高という好影響を金融

経済にもたらしたが、肝心の実体経済に好循環をもたらすはずの財政出動が、財政再建に阻

まれ尻すぼみになってしまい、成長戦略についても、デフレ促進の側面を有する「規制緩

和」というマジックワードによって煙に巻かれた感がある。しかし冷静に考えれば、個人消
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費と企業の設備投資が落ち込む中、総需要を拡大してデフレから脱却するためには、政府支

出つまり財政出動を拡大していくことが必要なのは誰にでも分かるはずである。にもかかわ

らず、政府は十分な財政出動をしないまま、２０１４年４月には消費税８％への増税に踏み

切り、個人消費はさらに落ち込んでしまった。当然の摂理である。現在、アベノミクス新３

本の矢が掲げられているが、我々は青年経済人として、これまでの経済政策に対する国民の

肌感覚を調査し、デフレ脱却への真の財政政策を政府に提言すると同時に、個人消費と企業

の設備投資に向けたアニマルスピリット喚起の運動を全国で展開していかなくてはならな

い。そのためには、地域から若者が流出している現実を悲観するのではなく、その分競合相

手が減ってビジネスチャンスが増えたのだと、意識をポジティブに転換することが必要であ

る。  

  

規制緩和  

 デフレとは、モノやサービスの価値が持続的に下落していく現象であるため、デフレ期に規

制緩和を行うとデフレ促進に拍車がかかる。なぜなら、規制という参入障壁を緩和すること

で新規参入企業が増加し、価格競争が激化した結果、生み出されるモノやサービスの価格が

下がっていくからである。さらに、新規参入企業が国内企業のみであるならまだしも、外資

系企業が参入して国内企業が軒並み倒産するということも有り得る。にもかかわらず、我が

国はデフレに突入した１９９８年以降も、構造改革と称して規制緩和を続けてきた。例え

ば、労働規制緩和、電力自由化、農協改革、混合診療拡大など、これらは全て規制緩和であ

る。そして、非関税障壁撤廃を含めた完全な自由貿易を目指すＴＰＰこそ、国境という最大

の障壁を取り払う究極の規制緩和である。  

 私は、規制緩和を全て否定しているわけではない。ただ、なぜデフレ期に断行しなくてはな

らないのか、なぜ外資規制などの国内産業保護措置が講じられていないのかという疑問が拭

い去れないのである。まずは、日本の規制緩和にまつわる外交の歴史を紐解き、規制改革推

進会議や未来投資会議などの在り方を検証していきたい。また、ＴＰＰと外国人労働者の受

け入れ、さらに「和」の国柄を脅かす農協改革が国民経済に与える影響をマクロ的、ミクロ

的な視点で分析し、生産性の向上のために本当に障壁となっている悪しき風習やしきたりを

取り除くことで、外資に国富が盗られていくのを黙って見過ごすのではなく、逆に経済成長

をもたらす強い産業構造を生み出していかなくてはならない。また、次々に生まれている構

造改革特区についても実態を検証し、地域の「經世濟民」に繋がる構造改革特区申請 

を推進するとともに、国内産業保護に向けた社会実験を提案していきたい。  

  

経済成長  

 高度経済成長期を振り返れば分かる通り、経済成長は、人手不足における生産性の向上によ

ってのみ達成される。そして今日本は、総人口の減少以上に生産年齢人口の減少が加速して
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おり、外国人労働者を受け入れない限り人手不足になることが確実である。つまり、生産性

を向上することができれば、再び高度経済成長を遂げる好機を迎えているのである。  

そして、デフレの元凶となっている総需要の不足を解消し、生産性の向上を達成するため

の秘策は、インフラ整備や技術開発への政府の投資である。特に、インフラ投資は、物流効

率という生産性の向上のみならず、阪神淡路大震災、東日本大震災そして熊本地震を経験し

てきた自然災害大国日本における防災安全保障にとっても必要不可欠である。さらに、防

災、減災については、政府だけでなく青年会議所も投資をしておくことが重要である。なぜ

なら、普段から地区、ブロック協議会の枠を超えた遠隔地のＬＯＭと人的交流を行い、顔の

見える関係が構築できていれば、発災直後から互いに助け合い、一人でも多くの命を救うこ

とができるからである。そして、各地会員会議所の災害支援に関する友好関係と、ヒトやモ

ノの往来を活性化するインフラが日本中に張り巡らされたとき、防災大国日本が確立される

のである。そのために我々は、防災、減災という共通目標のもと、各地の人的交流を促進す

るとともに、被災地の復興を継続的に支援していかなくてはならない。  

次に、技術開発投資、特に人工知能（ＡＩ）やロボットなどへの投資は、労働者一人当た

りの生産性を飛躍的に向上させる。とりわけ人工知能について、現在は個別分野でそれぞれ

技術躍進を遂げているが、汎用性、適応性を兼ね備えた汎用人工知能（ＡＧＩ）が現れるの

はそれほど遠い未来ではない。さらに、人工知能が人間の能力を超えるシンギュラリティ

（技術特異点）に達したとき、そこに如何なる世界が広がっているのかを、我々は今のうち

から予見しておく必要がある。そして、人工知能とロボットという無限の可能性を秘めた技

術による経済成長戦略を策定し、実際にこれらの技術を活用した斬新な事業モデルを立ち上

げていきたい。  

このように、日本は生産年齢人口の減少という危機を、公共投資、技術開発投資によって

好機へと転換していくことができるわけであるが、政府が適時に投資を実行していくために

は輿論の後押しが必要不可欠である。しかし、現在多くの日本国民は、メディアの偏向報道

によって、「国の借金」、「公共投資は悪だ」、「人口減少で日本は衰退する」などといった間違

った知識を植え付けられてしまっている。例えば、「国の借金」とは、主に政府の国債発行残

高を指しており、正しくは「政府の負債」となる。さらに、一時期話題となったヘリコプタ

ーマネー政策の仕組みを紐解いてみれば、国債を買い込んでいる日銀が政府の子会社である

ことは誰にでも分かるだろう。つまり、政府と日銀が連結決算すると、「政府の負債」は帳消

しになってしまうのだ。国債とは一体何なのか。家計の借金とは全く異質なものであるとい

う認識が果たして国民にあるのだろうか。国民が国民経済の仕組みをしっかりと理解し、メ

ディアに騙されない知識を身につけなければ、いつまで経っても政府はデフレ脱却のための

財政出動を十分に実行できず、結局、国民は自分で自分の首を絞めることになる。そこで、

我々はメディアに対する国民の意識を調査した上で、デフレ脱却に弊害となっているメディ

アの喧伝を払拭する運動を展開していく必要がある。また、日本のマスメディア（テレビ、
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新聞）の成り立ちを知り、各々から発信される内容を論理的に読み解くことのできるメディ

アリテラシー教育を、海外の事例を参考にしつつ確立していきたい。  

  

 日本の青年会議所には、地域経済を担う３５，０００名の青年経済人が全国各地に存在して

いる。我々一人ひとりが、国民経済の仕組みを理解し、未来へ向けて、ヒト、モノ、技術に

投資を行っていけば、国民の正しい輿論が形成され、デフレ脱却を実現することができるは

ずである。経済再生こそ青年会議所の本領発揮の場である。我々の力で約２０年間続いたデ

フレから完全脱却していこうではないか。  

  

「公益資本主義」  

 日本は、教育再生と経済再生を実現し、日本人の「目に見えないモノ」を大切にする価値観

を世界に浸透することができれば、「新現代」という新たな時代を切り拓き、世界に恒久的な

平和をもたらす救世主となることができる。そのために、我々はＪＣＩの有する国際的なネ

ットワークを活用し、アジアのみならず世界各国との民間外交を通して、今のうちから民間

レベルでの戦略的なアライアンスを構築しておく必要がある。そして、その手段として重要

となってくるのは、やはり経済である。最近、株主資本主義に代わる新たな資本主義として

「公益資本主義」が提唱されるようになってきた。「公益資本主義」とは、利益を株主だけで

なく、地域、取引先、顧客そして地球全体という全ての社中に還元するという考え方であ

り、社会全体に広く利益を還元する企業ほど高く評価される仕組みである。まさに、「公益資

本主義」とは「經世濟民」に相応しい日本型の資本主義であり、資本主義の原点ともいえ

る。この新たな資本主義を、交通インフラなどを自国で建設できないアジア、アフリカ、ラ

テンアメリカのいわゆる開発途上国に浸透させることで、経済という手段を通して日本人の

価値観を輸出することができる。そしてこのことは、グローバリズムという経済戦争に歯止

めを掛け、開発途上国が豊かな暮らしに向けて健全に発展していく礎にもなるのである。さ

らに我々は、「公益資本主義」という考え方だけでなく、そこから生まれる新たな企業統治の

仕組みも、グローバルネットワーカーなどのこれまで蓄積してきた繋がりを活用して世界に

発信していくべきである。  

また、近年日本ではサービス産業の占める割合が拡大しているが、元来、我が国はモノづ

くりを通して、消費者の暮らしだけでなく、人生という物語をも豊かにしてきたモノづくり

大国であった。今一度、一億総活躍社会の先にあるモノづくり大国日本の復活を世界に発信

することで、クオリティ・オブ・ライフ（ＱＯＬ）という「目に見えないモノ」を大切にす

る暮らし方の必要性を訴えていきたい。  

  

世界の中の日本  
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 国家と国際は両輪である。日本を知るためには世界を知ることが必要であり、世界を知るた

めには、日本を知っていなければならない。私たちは、近現代史に関する近隣諸国との戦争

の歴史を学ぶ機会はあっても、その他の国々との外交、交流の歴史を学ぶことはほとんどな

い。しかし、世界には親日国と呼ばれる国々が多く存在しており、その背景には我が国との

様々な交流の歴史が隠されている。そこで、「新現代」の黎明期に当たり、日本と諸外国と

の歴史を海外からの視点で紐解き、子供たちに世界の中の日本が如何なる存在であるかを正

しく理解してもらうことが必要である。また、２０１３年に世界の常識では当たり前となっ

ている特定秘密保護法が成立したが、スパイ防止法などの法律は未だ設けられていない。

我々は、諸外国の諜報政策やテロリズムについて調査研究し、国民に明らかにすることで、

技術や情報の漏洩、テロ行為から日本を護る国民意識を喚起していく必要がある。さらに、

２０１５年に平和安全法制が整備されたが、その内容と必要性を正しく理解している国民は

ほとんどいない。自主自立国家日本にとって、本法制が如何に重要であるか、改めて国民に

訴えていかなければならない。  

   

民間外交  

海洋国家日本にとって、近隣諸国との友好関係の構築は外交面、安全保障面において最も

重要である。まず、我が国との間に北方領土問題を抱えているロシアであるが、実は親日的

な国民が非常に多く、近い将来、北方領土問題が解決し、平和条約が締結される可能性も十

分にある。そこで我々は、平和条約締結後の両国の未来予想図を改めて描き出し、国益と地

域益の増進に繋がる戦略を確立するとともに、日ロの交流事業を通して、両国の人的、経済

的交流をより一層密接にしていく必要がある。次に、中国におけるカウンターパートである

中華全国青年聯合会とは３０年以上の友好交流を継続し、２０１４年以降「日中未来友好協

定」に則り相互交流を進めてきた。引き続き、情報交換並びに人的交流、地方都市間交流、

人材の育成を継続していくが、２００８年日中共同声明における戦略的互恵関係を深化させ

るべく、アジアの平和に貢献する民間レベルの協働事業も新たに模索していきたい。  

そして、東アジアを中心とするアジア諸国とのアライアンスは、日本のみならずアジア全

体の平和と安定に資するといっても過言ではない。そこで、アジアの中で日本が果たすべき

役割を明確にし、アジアの繁栄に繋がる関係を各ＮＯＭとの間に構築していきたい。また、

アジアには日本語を学びたくても学べない子供たちが大勢存在している。彼らの多くは、た

だ単に言語を学ぶのではなく、日本人に教えてもらうことで、日本人の価値観や考え方をも

学びたいと願っている。近年、我々は日本のファンづくりとして、日本の文化を発信してき

たが、日本語こそ日本の最高の文化である。ならば、この絶好の機会を逃すことなく、ＩＣ 

Ｔなどあらゆる技術を駆使して、アジアにおける日本のファンづくりを推進していきたい。  

さらに、アジア以外のＮＯＭとの友好関係構築も日本の国益増進にとって欠かすことがで

きない。例えば、インバウンドの呼び込みに関しても、一つの地域だけで世界中に広報する
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ことは難しいが、日本ＪＣが有する各ＮＯＭとのネットワークを活用すれば、より効果的な

発信ができるはずである。このように、我々は国家青年会議所として、各地会員会議所の取

り組みを海外へ発信する担いがあることも念頭に、諸会議、諸大会や国際アカデミーの機会

を生かし、各ＮＯＭとのネットワークを拡充していかなくてはならない。  

 ＪＣＩは、国際連合（Ｕｎｉｔｅｄ Ｎａｔｉｏｎｓ）と国連ミレニアム開発目標（ＵＮ  

ＭＤＧｓ）をきっかけに連携を深め、２０１５年に国連持続可能な開発目標（ＵＮ ＳＤＧ

ｓ）について引き続きコミットしていくことを金沢デクラレーションにおいて宣言した。そ

れに伴い、日本ＪＣは２０１６年度から、１７項目の目標のうち「全ての人に対する、持続

可能な水源と水と衛生の確保」について取り組んでおり、２０１７年度も継続することで、

世界の恒久的な平和に貢献していきたい。そして、少年少女国連大使事業だけでなく、一人

でも多くの日本の子供たちに世界各国の日常を体感してもらい、帰国してからも日本人であ

ることの意義を考え、将来の夢を描いていって欲しい。若者が「全うな日本人」として世界

に羽ばたき、自国と同じように相手の国に敬意を払い、価値観の違いを受け止めた上で、自

分の言葉で自分の考えを伝えていくことができれば、「新現代」のリーダーとして日本は世界

から頼られる国となることができる。  

  

地域再興  

 青年会議所の強みは、３５，０００名の会員が所属していることだけではなく、６９７ＬＯ

Ｍが全国津々浦々に存在していることである。日本青年会議所は、地域の課題、可能性、需

要を把握することで、このネットワークの力を最大限に引き出し、より実行力のある地域再

興政策立案に向けた支援を行う必要がある。そのために、政府の地方創生がもたらす効果を

ミクロな視点で検証、周知するとともに、施策や先進事例について、鮮度の高い情報を常に

各地会員会議所に提供していかなければならない。そして、各地会員会議所には、地域再興

のプラットフォームとして、日本青年会議所を大いに活用していただきたい。  

 政府は、２０１４年に「まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定し、２０１５年に改訂を

行った。その基本的視点の一つとなっているのが「東京一極集中の是正」である。現在、東

京圏（１都３県）には約３，６００万人が暮らしており、実に総人口の４分の１以上が集中

するという先進国では類を見ない状況となっている。さらに、蜘蛛の巣のように張り巡らさ

れた交通インフラがもたらす生産性の向上から、サービス産業が成長し、雇用と所得を求め

る若者の転入が今も後を絶たない。このような一極集中は、東京を世界一ビジネスチャンス

に溢れた都市に成長させた反面、自然災害大国日本として首都直下型地震など防災安全保障

について危険を孕んでいるばかりか、若者の婚姻率低下をもたらし、日本の少子化に拍車を

掛けている。東京一極集中を是正し、地域再興を実現していくためには、政府の交通インフ

ラ整備による地域経済の生産性向上は勿論のこと、官民協働による雇用と所得の創出が必要

不可欠である。そのために、各地で策定されている地方版総合戦略を調査し、現場の実情を
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政府に届けるとともに、我々のアイデアで実際に地域再興を実現していくロールモデル地域

の創出に挑戦していきたい。また、ブロック協議会ごとにＪＣ版地域総合戦略を打ち出し、

ＰＤＣＡサイクルを回すことで、各市町村との政策連携を深化させていきたい。  

  

人材育成  

地域再興のためには仕組みだけでなく、人材育成も欠かすことができない。特に、地域経

済分析システム（ＲＥＳＡＳ）などのビッグデータを使いこなし、地域の課題と解決策を導

き出すことのできる人材の育成が急務である。また近年、社会の課題解決を生業とする社会

起業家が多く現れており、彼らが生み出した仕組みを活用して、さらに新たなソーシャルビ

ジネスモデルも立ち上がってきている。そして、彼らは必ずしも東京圏を拠点に起業するわ

けではなく、むしろインターネット環境さえ整っていれば、故郷をはじめ地方に拠点を構え

ることも多い。この時流を生かして、若者が地方で起業するトレンドを広めるとともに、彼

らのような人間力溢れる人材と協働し、リアルとバーチャルを組み合わせて地域にヒト、モ

ノ、技術を呼び込んでいきたい。  

地域にイノベーションをもたらすのは、若者、馬鹿者、よそ者だと言われているが、各地に

は、馬鹿者、よそ者と呼ばれる豪傑が圧倒的に少なくなってきているのではないだろうか。 

ひと昔前の青年会議所には、ＪＣの魅力を熱く語る豪傑と呼ばれる人たちが大勢存在してい

た。その有言実行の背中を見て多くの若人が憧憬を抱き、先輩の背中を追い求める中で自己

研鑚を積み重ね、いつしか自らも豪傑へと成長していくのだ。しかし近年、豪傑と呼ばれた

先達たちが軒並み卒業し、入会３年未満の会員が半数以上を占めるＬＯＭが急増している。

豪傑は豪傑からしか生まれない。ならば豪傑と出会える確率を高めていかなくてはならな

い。そのために、日本青年会議所には出向という仕組みが存在している。まさに、出向とは

青年会議所が有する最高の人材育成プログラムである。各地会員会議所には、是非とも出向

というプログラムを活用していただき、全国の豪傑たちと出会い、切磋琢磨する機会を会員

に与えていただきたい。そして、ＬＯＭ内の豪傑の人数を増やすことで、地域にイノベーシ

ョンをもたらすディープインパクトな政策を立ち上げ、地域におけるＪＣの価値を高め、さ

らなる会員の拡大へと繋げていって欲しい。日本青年会議所としても、ブロック協議会を通

して、各地会員会議所における会員拡大を引き続き支援させていただく。  

また、勇気と情熱だけで社会は変えられない。社会を変革するためには、やはり英知とい

う智慧が必要である。知識がなければ智慧は生まれない。そこで、将来ＬＯＭを背負って立

つ人材育成の支援を目的に、参加者が地域だけでなく日本や世界に対する広い視野を持つこ

とのできる国内アカデミーを実施していきたい。全国から集まった自覚と気概の溢れる会員

が、自らの価値観を再認識し、互いにぶつかり合い、認め合い、助け合うことで、６９７Ｌ

ＯＭに自立と共助をもたらすことこそ我々の使命であり、日本青年会議所２０１０年代運動

指針の根幹である。  
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ＪＣの価値を高める  

 「ＪＣしかない」時代から「ＪＣもある」時代になったと揶揄されることがあるが、社会を

変えていくことができるのは今も昔も「ＪＣしかない」のである。なぜなら、青年会議所は

自ら社会の課題を抽出するとともに、解決に向けた政策を立案し、自ら実行していく、独立

自尊、唯一無二の政策立案実行団体だからである。我々は、立案した政策に基づき、青く愚

直に社会実験を繰り返し、成功事例を全国に水平展開していくことで、地域そして日本を変

える運動を生み出していかなくてはならない。そして、我々の運動が国民の共感を集め、よ

り実行力を増していくためには、ＪＣの価値を多角的に高めていく必要がある。  

 ＳＮＳが一般化し、ＩＣＴの進化によりクラウドファンディングなどのシステムが活用され

ている今、たった一人で発信した情報が多くの国民の共感を集め、結果的に社会の仕組みを

変えることも可能となってきた。このコミュニケーションの多様化には、善悪両面含まれて

いるわけであるが、世のため人のための尊い活動を基盤としている我々は、あらゆるコミュ

ニケーションツールを組み合わせ、自信を持ってチャレンジングな広報メディア戦略を展開

できる高いポテンシャルを有している。そこでまずは、我々のネットワークを生かして、会

員や国民のニーズを徹底的に調査し、地域や日本の課題を顕在化することで、数値的根拠の

伴った政策を立案し実行することが重要である。さらに、我々は独立自尊の団体だからこ

そ、自由にカウンターパートを選択することができる。何事においてもＪＣだけで事業構築

するのではなく、より社会的影響力の強いカウンターパートと連携することで、持続可能か

つ推進力のある政策を実行していかなくてはならない。その上で、機関誌、日本ＪＣ関連サ

イトそして各種大会などによる発信方法を柔軟に見直し、メディア関係者との間に構築した

信頼関係も活用することで、国民の共感を広く集めていくことが必要である。  

 ＪＣの価値を高めていくためにもう一つ必要なことは、会員同士のコミュニケーションの活

性化である。これだけ情報技術が発達してきているにもかかわらず、全国の会員が抱えてい

る課題や成功事例の共有が不足しているのは非常に勿体なく感じられる。ＩＴを活用した、

ＬＯＭの枠に捉われない、会員同士の情報交換や熟議が日常化されれば、役職や地域性に捉

われない「ナナメの関係」を全国各地に構築することができる。このバーチャルな世界で生

まれた「ナナメの関係」は、諸会議、諸大会で当事者同士が直接顔を合わせることで、リア

ルな絆へと変わり、運命共同体という「和」の国柄を再認識する機会になるはずである。ま

た、地区、ブロック協議会を通して、各地会員会議所理事長同士が情報交換、情報共有でき

る場を設けることで、ＬＯＭの運営支援およびＬＯＭ間交流の活性化に貢献していきたい。  

 公益法人制度改革により、各地会員会議所は２０１３年までに法人格の移行手続きを終え、

現在では公益社団法人、一般社団法人、任意団体の３つの形態が存在している。この内、公

益社団法人に対する細かい運営規定に関しては、各行政庁によって判断基準が異なってお

り、全国的に統一性が見られない。そのため、公益社団法人を選択したＬＯＭの多くが、制
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度を遵守する代償として、組織運営に支障をきたしている。そもそも、ＪＣの考える「公

益」と本制度改革が求めていた「公益」とは、根本的な意味合いが異なっていることに問題

の原因がある。元来我々は、法人格にかかわらず「社会の公器」ともいうべき、世のため人

のための政策立案実行団体なのである。今一度、各行政庁の判断基準を調査した上で、本制

度改革がＪＣにもたらした功罪をまとめ、日本青年会議所自身が被験者となり公益社団法人

格維持の是非を全国に知らしめるとともに、ＪＣ独自の法人格立上げを見据えた法改正を立

法府に提言していかなくてはならない。これはＪＣ全体のブランディングにも繋がる運動で

あり、まさにＪＣの価値を高める運動そのものである。  

  

「一期一会」  

戦後まもなく、日本経済の発展を目指し立ち上がった各地会員会議所の相互連絡と、国際

青年会議所（ＪＣＩ）への加盟による国際社会への復帰を趣旨として、日本青年会議所が設

立された。その僅か３か月後、１９５１年５月、たった７名のメンバーで第６回ＪＣＩ世界

会議カナダモントリオールへ必死の覚悟で飛び込み、日本青年会議所は、日本の民間団体と

していち早く国際組織への加盟を果たした。日本が本来の主権を回復した１９５２年４月２

８日以前の話である。先人たちの未来を描く情熱と実行力には、我々の想像を絶するものが

あった。この創始の精神は、単年度制の枠組みにおいても、「不連続の連 

続」として連綿と現在まで護り続けられ、青年会議所の社会的信頼を確固たるものとしてい

る。だからこそ、その先端に立つ我々は、先人たちの覚悟に恥じぬよう、明るい豊かな社会

の創造のために、ＪＣという大いなる遺産に秘められた力を最大限に発揮していかなくては

ならない。まさにＪＣというのは、今を生きる我々に託された社会変革のためのツールなの

である。  

「新現代」の黎明期である今、かつての先人たちのように、我々は未来への夢を描かなけ

ればならない。そして、目標へ向かって我武者羅に突き進み、国民の意識変革を促す実行力

により未来を切り拓いていかなくてはならない。目指す目標は明確である。  

教育再生により、自国を誇れる国家観、他を慮る道徳心、そして国を支える主権者意識を

兼ね備えた「全うな日本人」を育成していこうではないか。経済再生により、デフレ脱却、

経済戦争の終結、モノづくり大国日本の復活を成し遂げていこうではないか。そして、誰も

が夢を描ける日本へと回帰していこうではないか。世のため人のために「死ぬ」か「生き

る」かの選択を迫られた時、一片の迷いも無く死を選ぶことが、滅私奉公という武士道の神

髄であるように、「やる」か「やらない」かを迫られた時、即座に「やる」を選択するのがＪ

Ｃの神髄である。今という一瞬は二度とはやって来ない。そして、あなたがやらなければ誰

もやらないのだ。「今しかできないことがある、自分にしかできないことがある、だから今自

分がやるんだ」という「一期一会」の覚悟を持って自らの運命に挑もうではないか。  
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あなたが持てる力の全てを出し切ったとき、初めて自分の無力さを悟るだろう。そして、

あなたは本当の人の有難さを知ることとなる。その時初めて、あなたは本当の強さを手に入

れることができる。「目に見えるモノ」は全て無くなる運命、ゆえに自己成長こそ人生最高の

喜びである。自己成長を求め、共に「日本道」を歩もう。  

我々が時代を求めているのではない。時代が青年会議所を求めているのだ。

青年会議所は斯くあらねばならない。  

誰もが夢を描ける日本へと導くことが、国家青年会議所の使命である。  

日本を１ｍｍでも動かすために、今こそ「一期一会」の覚悟を持って唱えよう。  

「日本を変えるのはオレたちだ！！」  
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公益社団法人日本青年会議所 

２０１７年度 基本資料 

基本計画 

（基本理念・基本方針） 

基本理念 

教育再生と経済再生による誰もが夢を描ける日本への回帰 

基本方針 

１．真の主権者教育による「全うな日本人」の育成 

２．経世済民によるデフレからの完全脱却 

３．戦略的民間外交による国益の増進 

４．地域再興による東京一極集中の是正 

５．ブランディングと社会的信頼の獲得によるＪＣの価値を高める組織運営 
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公益社団法人日本青年会議所 

２０１７年度 基本資料 

事業計画 

［１］ 日本青年会議所が主催し、各地会員会議所またはＪＣＩと共に連携して行う運動・事業 

  

１． 選挙における公開討論会の実施 

２． ＪＣＩ ＪＡＰＡＮ ＳＭＩＬＥ ｂｙ ＷＡＴＥＲ運動の推進 

［２］ 日本青年会議所が主催し、各地会員会議所またはＪＣＩや各国青年会議所に対して、 

  参加や参画など協力を依頼して行う事業 

１． 京都会議 【１月】 

２． 金沢会議 【２月】 

３． サマーコンファレンス 【７月】 

４． 全国大会埼玉中央大会 

５． 国際アカデミー 

６． 人間力大賞 

７． 褒賞 

８． 各種視察団・使節団の派遣 

９． 国際協力 

【９月-１０月】 

［３］ ＪＣＩが主催し、日本青年会議所が連携して行う運動・事業 

１． ＪＣＩ ＡＳＰＡＣ（モンゴル／ウランバートル） 

２． ＪＣＩ 世界会議（オランダ／アムステルダム） 

３． ＪＣＩ ＡＷＡＲＤＳへの申請 

４． ＵＮ ＳＤＧｓの推進 

【６月】 

【１１月】 

【６月・１１月】 

【通年】 

［４］ 日本青年会議所が会頭所信に基づき、協議会・会議・委員会が行う運動・事業 
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京都ブロック協議会事業計画 

新たな価値を生み出すイノベーターとなり 

夢を描けるまち京都の実現 

 

京都ブロック協議会会長 德田 洋典 

 

 古より千年の都があり栄えた京都には、その歴史を支えた人の智慧から生まれた産業や山

紫水明の自然から生まれた行事など様々な伝統が現在まで受け継がれ、観光資源や伝統文化

を中心に発展を遂げております。しかし、発展の代償であるかのように少子高齢化や人口流

出、若者の主権者意識の低下など数多くの課題が顕在する現代において、未来を切り拓く使

命感溢れる我々ＪＡＹＣＥＥは、夢を描けるまち京都を実現する必要があります。 

 まずは、京都から日本の未来、新現代の黎明期を切り拓くために、本会の事業・運動を各

地会員会議所に推進いたします。そして、地域におけるＪＣのブランディングと更なる社会

的信頼を得るために、我々の価値を高め、各地会員会議所が唯一無二の組織となる運動を支

援します。さらに、府民と共に誰もが夢を描けるまち京都の実現のために、現状の教育や経

済の問題を考え、課題検証し行動する動機につなげることで、能動的市民創出の機会を創

り、地域の文化を活かした地域再興の意識向上を図ります。また、国際社会で民間外交を担

い世界平和安定に寄与するため、アジア諸国を知り理解を深めることで、自国を知るグロー

バル人材育成に繋がる国際交流を推進します。そして、新現代のＪＡＹＣＥＥ育成とコミュ

ニティ強化のために、英知と勇気と情熱を喚起し連携を深め、有事には初動できる環境を創

出します。さらに、誰もが夢を描ける日本国憲法であるのか明確な意志を持った輿論の形成

のために、府民の主権者意識を醸成し、自国の誇りを高めます。また、各事業を軸に各地会

員会議所と連携を充実し、各市町村との相互関係を深化いたします。 

 私たちは、様々な価値観が混在する現代から新現代への黎明期を切り拓くイノベーターと

なり、目に見えないモノに新たな智慧を以ってスパイラルアップした価値観と愛郷心、京都

が誇る伝統文化で地域再興を成し遂げ、誰もが夢を描ける日本への回帰を実現します。 

 

＜事業計画＞  

１． 本会の事業・運動推進  

２． 会員拡大の支援  

３． 京都ブロック大会の実施  

４． 教育・経済再生を通じて夢を描ける京都の回帰  

５． 文化を活かした地域再興 

６． 国際交流事業の実施  

７． 京都ブロックアカデミー事業の実施  

８． 【ブロ連】アニマルスピリット喚起する事業の実施  

９． 【ブロ連】時代の変化に対応した憲法改正輿論を喚起する事業の実施  

１０． 【地区連】ヒトやモノの往来を活性化するインフラ投資に関する政策の策定  

１１． 【地区連】ＪＣカップＵ－１１少年少女サッカー全国大会予選会の実施  
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２０１７年度 公益社団法人乙訓青年会議所 

理事長所信 

 

直 志 響 心 

 

－先駆けよう、次代を切り拓く青年であれ－ 

 

 

 

 

 

理事長 足立 雅也 

 

はじめに 

 昭和２６年「新日本の再建は我々青年の仕事である」という覚悟のもと、日本の青年会

議所運動は、戦後の混乱の中、記念すべき第一歩を踏み出しました。終戦後わずか６年で

祖国再建を志し、日本青年会議所を創立した先人達はまさに「混沌という未知の可能性を

切り拓く」変革の能動者であります。日本青年会議所は、「奉仕」「修練」「友情」の三信条

を掲げ様々な分野において、青年としての正義感、理想を追求する心、真摯な情熱という

価値観のもと、積極的に運動を展開し、やがてその運動は全国に広がりを見せ始めました。 

 昭和５４年、当時の乙訓地域は高度経済成長の最中にあり、目まぐるしい発展を続けな

がらも、地域間の連携や市民・行政・地域諸団体の連携、また、企業同士の連携という部

分において課題も多く、そのような状況の中、熱い情熱を持った青年達によって「今こそ

我々は郷土愛を再認識し、自らの研鑚を通じて友情を深め、明るい豊かな社会の建設に貢

献せねばならない」という高い志のもとに、乙訓青年会議所は全国で６５９番目の青年会

議所として誕生しました。それぞれの時代で人は変わり、手法や表現は異なっても、創始

の「志」は脈々と受け継がれ、３８年目を迎えた今も、現役メンバーの手で年代記は綴ら

れ続けています。我々現役メンバーは、戦後の混乱期に祖国再建を志し立ち上がった先人

達と、高度経済成長の最中、自らの利益を追求する事なく、乙訓
ま ち

のために立ち上がった先

人達の想いを今一度自らに落とし込み、先人達への感謝を忘れず、今活動できている事に

誇りを持たなければなりません。そして、その「志」を未来永劫引継ぎ、今後も乙訓青年

会議所を継続発展させるためにも、まずは我々自身がぶれない心で、真っ直ぐに物事を捉

え、共に活動している仲間への感謝を常に忘れず、何事にも積極果敢に挑まなければなり

ません。いつの時代においても、未来を築いていくのは我々青年の役目であり、それこそ
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がＪＡＹＣＥＥとしての姿です。 

 

 

直
ちょく

志
し

響
きょう

心
しん

 

 今のこの世界を残すために、自らの人生を懸けた先人達がいます。彼らは何のために人

生を捧げようと考えたのでしょうか。物心共に荒廃した戦後の混乱期を経て平和な社会と

なった今、改めて我々は、次代を担う青年として自身のあり方、地域のあり方を見つめ直

す必要があります。今のこの世界は、地域は、先人達が思い望んだ未来になっているので

しょうか。その答えは、我々の生き方で示すしかありません。 

 本年度はスローガン「直志響心」を掲げ、－先駆けよう、次代を切り拓く青年であれ－

をテーマに青年会議所運動を展開して参ります。「直」とは自分自身と向き合いどんな困難

にも折れる事のないぶれない真っ直ぐさを、「志」とは自らの命をどう使うかその覚悟を、

「響」とは言動で周りの人々の心に感動を与えられる影響力を、「心」とは先人達への感謝

と、共に活動している仲間への感謝を常に持っている心を表しています。ぶれない心で真

っ直ぐにただひた向きに、掲げた志に向かい行動する姿は周りに感動を生み、感謝の心を

忘れずに自らが率先して動けば、必ずや理想は現実のものになります。そして、２０２０

年ビジョン「地球市民意識溢れる乙訓
ま ち

」の実現に向けて、ファイナルアクションプラン「地

域と共に夢と誇りを育む乙訓
ま ち

創り」を今一度、目的達成のための重要なプロセスであると

再認識し、一人ひとりが今だけや自分だけを見るのではなく、大きな志を持って未来を見

据え、仕事やＪＣ活動を通して関わる人々に対して良い影響を与えられる人物にならなけ

ればなりません。目の前に低い壁と高い壁があるならば、先頭を切って高い壁を選べる人

物であって欲しい。今活動できている事への感謝を忘れず、自信と誇りを胸に、変革の能

動者として先駆けよう、次代を切り拓く青年として。 

 

 

地域に貢献できる経営者の育成と、市民主導による継続的なまちづくりの礎を築こう 

 平成２６年、日本の各地方における人口減少と、都心部への一極集中化に歯止めを掛け、

日本全体の活力を上げる事を目的とした政策「地方創生」が掲げられ、各地域における地

域力の向上が求められています。我々の活動エリアである乙訓地域に目を向けると、イン

フラ面では、京都第二外環状道路の開通や、大山崎ジャンクション、西山天王山駅もあり、

非常に交通の利便性が高い地域と言えます。さらに、天王山等の歴史的舞台や光明寺をは

じめとする歴史的史跡、名勝が数多く、また、自然豊かな地域であり、観光振興による地

域活性化が進められています。しかしながら、近年都心部では、年々進むグローバル化の

影響もあり、明らかに外国人観光客が増えており、観光客向け宿泊施設の不足が問題とな

っているにも関わらず、乙訓地域への観光客流入人口はほとんど増えていない現状があり

ます。地域の課題は様々ですが、次代を担う我々が青年経済人として、今一度自分達の住
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まう乙訓
ま ち

の経済状況や課題を把握し、多様な価値観を持ち寄って、新たな価値を見出す事

で、地域経済の発展に寄与し、地域力の向上に貢献する事が重要です。また、「明るい豊か

な社会」の実現を目的に青年会議所運動を展開する我々の多くが、企業経営に携わりなが

ら活動している青年経済人です。自身の企業の存続と発展がなければ、青年会議所活動を

継続する事は難しくなります。経営においては、自らの企業や個人の利益を追求するのみ

ならず、常に地域や顧客の利益を意識し、自らの活動が地域に貢献できているのか、今一

度見つめ直す事が必要です。そして、経営者は組織のリーダーとして常に「何のために」

を考え、自身の最も重要な果たすべき責任は何かを考え、組織のために頑張っている人が

成長できるように努めなければなりません。我々は次代を切り拓く青年として、地域にお

いても、企業においても、良きリーダーとしての資質の向上と経営力の向上に努め、地域

に貢献すると共に、関わる人々を幸せにできる高い志を胸に活動しなければなりません。 

 

 乙訓青年会議所は、３７年という長きにわたる歴史の中で、先輩諸兄姉の「自分達の乙訓
ま ち

は自分達で創る」という熱い情熱と行動によって、市民・行政・地域諸団体との歩みを進

めて参りました。昨年度、開催させて頂いた「乙訓ＤＲＥＡＭフェスタ」においても、多

くの市民や地域諸団体の皆様方に参加協力頂き、それぞれの活動を広く市民の皆様方へ周

知して頂ける場の創出ができたのではないかと考えます。また、二市一町の首長様におい

ても、乙訓地域への貢献度を高く評価頂き、賛同して頂いていると共に、今後の事業に対

する期待も高く、今後はこれまでの繋がりをさらに深め、活動していく事が重要です。そ

して、行政・地域諸団体との繋がりを深め共に活動しながら、乙訓青年会議所が主体とな

って事業を開催して行く中で、市民・行政・地域諸団体による三位一体となったまちづく

り事業を実施し、最終的には市民主導による主体的、継続的なまちづくりへの礎構築を目

指さなければなりません。さらに、先輩諸兄姉が築き上げてこられたネットワークを広げ、

地域に貢献できる運動を推進するために、多様な価値観を持ち寄って、地域の新たな価値

を見出し、地域創生に繋がる運動を発信する必要があります。また、それぞれの地域社会

において、町に住まう人々に積極的かつ主体的に政治参加し、政策本位の政治選択をして

頂く事を目的に開催している公開討論会を今後も継続して行うと共に、若い世代に政治参

加して貰うための環境づくりも重要です。自分達の地域は自分達が創るという意識のもと、

市民と我々青年会議所メンバーが集い、一人ひとりが地域に愛着を持って誇りある乙訓
ま ち

の

創造を目指す事で、ファイナルアクションプラン「地域と共に夢と誇りを育む乙訓
ま ち

創り」

の実現に努めなければなりません。 

 

 

愛郷心溢れる乙訓
ま ち

の宝の育成と、真の絆で紡ぐ強固な組織を構築しよう 

 私が子どもの頃を思い返すと、今のように携帯電話や携帯ゲーム機も普及しておらず、

学校が終われば仲の良い友達と近所の公園や道路で遊び、また、田んぼや川でどろんこに
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なっていた事を思い出します。もちろん、今思えば道路も田んぼも、本来は遊んで良い場

所ではなく、当然ながら近所の怖いおじさんや、おばさんに叱られもしながら遊んでいた

事を思い出します。野球をしていて近所の家のガラスを割った時には、みんなで謝りに行

ってこっぴどく叱られもしました。自分が大人になった今感じる事は、それらの他愛ない

一つひとつが、自分自身の道徳の物差しとなり、今も自分に根付いているという事です。

また、自然と共に遊んだ記憶は愛郷心となり、地元への愛着と誇りはやがて、自国に対す

る愛国心や、誇りに繋がっているように思います。改めて今の地域社会を見てみると、地

域の子どもは地域で育てるといった考え方は薄れ、子どもと子ども、親と子ども、親と親

の関わり方のあり様も変化し、どちらかというと個人が尊重され過ぎた世の中になりつつ

あるように感じます。次代を切り拓く青年として、自らを律し、道徳にのっとり、子ども

と子ども、親と子ども、親と親の関わり方を見つめ直し、大人同士の関わりも含めた新た

なコミュニティのあり方を考える事が重要です。また、乙訓
ま ち

の宝とも言える子ども達の愛

郷心を育み、道徳教育を推進する事で、「地域の子どもは地域で育て、自分達の地域は自分

達で育てる」という気概を持った人財を育成し、誇れる乙訓
ま ち

の継承に努めなければなりま

せん。さらに、近い将来京都府内において大規模な災害が起きる可能性が極めて高いと言

われている今、乙訓
ま ち

の宝を守るために、災害時の対応も含めた防災に対する教育を図ると

共に、青年会議所が今まで築いてきたネットワークを活かした新たな災害対策ネットワー

クの構築に努めなければなりません。 

 

乙訓青年会議所は、先輩諸兄姉が紡いでこられた「歴史」という縦糸と、現役メンバー

が紡ぐ「仲間」という横糸を織り込み、独創的で魅力ある織物を創り上げて参りました。

乙訓青年会議所をより強固で一枚岩な組織として次代へと繋いで行くために、特別会員の

皆様方との交流を図れる場を創出すると共に、現役メンバー同士の絆の構築に努めなけれ

ばなりません。乙訓青年会議所では「ええもんはええ」「あかんもんはあかん」と相手の事

を思いやり、時には相手に一時的に嫌な印象を与えてでも、腹を割って本音で伝え議論す

る伝統があります。限られた時間の中で、互いに甘える事なく真っ直ぐな心で目の前の課

題に取り組み、志を掲げ切磋琢磨し、生涯の友として友情を育まなければなりません。青

年会議所活動を通して、先輩諸兄姉への感謝、仲間への感謝、そして、忘れてはならない

のが家族と社員の皆様への感謝の心です。家族や社員の皆様の支えがあって活動できてい

る事を忘れる事なく、感謝の言葉を常日頃から伝えると共に、家族や社員の皆様と交流で

きる場を創出する事で、我々の活動への理解を深めて頂く必要があります。また、先輩諸

兄姉が築き上げてこられた市民・行政・地域諸団体との絆を、さらに強固なものにする事

を意識しながら活動する事も重要です。自分達が描いたゴールに向かって仲間と気持ちが

一つになる。その空気ができ上がって初めて、自分達が既に持っている個性や、能力の全

てが相乗効果を生む事に気付かされます。つまり物事を成す上で大切なのは、何よりも人

間関係を築く事なのです。一人ひとりが、周りにとっての最善は何かを考え行動する、そ
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んな魅力ある会員が集う組織として、真の絆の構築に努めなければなりません。 

 

 

一人ひとりの魅力を高め合い、魅力溢れる組織を発信しよう 

 乙訓青年会議所は、創立当初より同じ志を持った仲間を集い、「明るい豊かな社会」の実

現を目的に、志を合わせて運動を展開して参りました。まずは、メンバー一人ひとりが、

単年度で活動する一年の役割を全うした時の自分自身の姿を想像して欲しい。私が想像し

た時に、まず一番に頭に浮かぶのは今よりも魅力ある人間に成長していなければならない

という事です。何故なら、個々の魅力が向上し魅力あるメンバーがＬＯＭの中で増え続け

れば、青年会議所運動の根幹である会員の拡大に繋がると考えるからです。会員の拡大は、

青年会議所運動を継続発展していくための必須条件であると考えます。その年度の事業規

模を次年度にも継続し発展させるためには会員からの年会費が必要であり、会員の減少、

すなわち予算の減少は、事業規模の縮小もしくは事業の数を減らす判断を迫られる事に繋

がります。また、ある一定の会員数を下回る事は、組織的運営の維持ができなくなる事に

繋がり、会員の学びという点においても、ＬＯＭの組織的魅力が減少してしまいます。会

員拡大は、拡大担当委員会が率先して行動するのは当然ながら、メンバー一人ひとりが、

青年会議所活動の中で真剣に学び、真剣に人と出会い、活動する事で得られる成長、すな

わち一人ひとりの魅力向上が会員の拡大には必要です。そして、メンバーの成長や言動の

変化は、様々な場面で一人ひとりが関わる全ての人に良い影響を与える事に繋がり、魅力

あるメンバーが声を掛ければ必ず周りの人の心も動きます。さらに、新たに入会して頂い

たメンバーに対しては、青年会議所の活動の意義やルールを日頃から自らの行動でしっか

りと示し、自分自身の入会当初を思い返しながら、思いやりの心を持って、委員会の枠を

超えて関わる事が重要です。ＦＴセミナーにおいては、入会年数の短いメンバー同士の絆

の構築を図ると共に、入会年数の長いメンバーとの絆の構築も視野に入れながら、受講さ

れるメンバーにとって今後のＪＣ活動とプライベートにもしっかりと良い影響を与えられ

る事業を構築する事が重要です。一人ひとりがその時その瞬間を大切にしながら、目の前

の課題に真剣に、前向きに取り組む事で、一人ひとりの魅力を高め続ける事ができれば、

その魅力に自然と人は集まり、拡大担当委員会がなくともメンバーは自然に増えていくと

考えます。一人ひとりが周りから魅力ある人だと感じて頂ける、そんなＪＡＹＣＥＥでな

ければなりません。 

 

 青年会議所の魅力とは何かと考えた時、一つ目に「入会時の目的や価値観が青年会議所

運動・活動を通してより良く変化する」所にあると考えます。入会時の目的は人それぞれ

かと思いますが、真剣にまちづくりや人づくり活動を求めて入会される方もおられますが、

自己成長や人脈を広げたい、また、仕事に繋がるのではないかといった、どちらかという

と自身の利益を目的に入会される方が多いのではないでしょうか。もちろんそれ自体が悪



- 105 - 
 

い事ではなく、当初の目的は人それぞれですが、ＪＣ活動を通して様々な役職や、多くの

気付きや学びを得る機会を経験する事で、自身も気付かない内に目的や価値観が変化し、

関わる人に対してより良い変化を与えられる人財へ成長している所に、青年会議所の魅力

があると考えます。二つ目は「出会い」です。時に一人の人物との出会いが、大きく人生

を変えるきっかけになります。またその出会いは、様々な運動や活動を共に経験し、目の

前の高い壁を互いに切磋琢磨し、乗り超える事で本物の絆に変わります。青年会議所は、

そんな素晴らしい人との出会いのきっかけが必ず待ち受けている魅力ある団体です。この

素晴らしい青年会議所の魅力を、対内においても、対外においてもしっかりと伝わるよう

に発信していく事が重要です。各事業においては、背景や目的を含めた情報発信をすると

共に、メンバー一人ひとりの頑張りや、事業に懸ける熱意や想いを伝える事が重要です。

また、地域に貢献する団体として、乙訓青年会議所のブランディングを意識し、情報の発

信においては、時代に即した柔軟な発想で、新たな試みを取り入れながら、地域に乙訓青

年会議所の魅力を発信していかなければなりません。青年会議所を一つの企業として捉え、

対内と対外における情報発信のすみ分けを明確にし、メンバー一人ひとりが輝き、乙訓青

年会議所の魅力が地域に広がる、そんな広報に努めなければなりません。 

 

 

公益性の高い財政支出と、透明性の高い組織運営を推進しよう 

 乙訓青年会議所には創立当初から培われ、進化を遂げてきた組織体系と、組織を効率的

に運用するためのシステムが存在します。先輩諸兄姉から受け継いだ誇れる組織を次代へ

引き継ぎ、さらなる発展を目指すために、公益法人としての責任と使命感を持ち、公益性

の高い財政支出と、透明性の高い組織運営をより一層強化し、市民の負託と信頼に応えら

れる青年会議所運動を展開する必要があります。先輩諸兄姉が築き上げてこられた会議運

営を継承しながら、建設的で活発な議論を重ねるために、委員会間での情報の共有や意思

の疎通を図り、実り多い会議運営を推進しなければなりません。そして、我々の行う事業

や運動に掛かる費用はメンバーから預かっている貴重な財源であるという自覚を持ち、費

用対効果と公益性を高めるために、公益法人会計基準に基づいた指導の実施と、公益法人

として相応しい財務運営を推進する事も重要です。さらに、公益法人として、各種権利の

保護、及び、法令の遵守を徹底したコンプライアンス管理を推進し、管理体制を継続でき

る基盤を確立する必要があります。また、ＪＣ活動を通してプライベートや、仕事にも活

かす事ができる決まり事や、ルールの周知徹底を図ると共に、効果的な会議を進めるため

の手法であるロバート議事法や、事業計画書作成方法の習得を推進する事も重要です。公

益社団法人の組織の一員である事の使命感を持ち、より良い事業の開催と透明性の高い組

織運営を推進し、志あるリーダーとして厳しくも優しく、妥協しない組織運営を目指さな

ければなりません。 
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むすびに 

 多くの先人達の高い志と、ひた向きな行動と、真っ直ぐに生きた優しい「心」の上に今

の我々が存在している事を忘れる事なく、今ある地域はいつの時代においても我々と同世

代の青年達の高い志と情熱と覚悟を持った行動のもとに創られてきたという事実をしっか

りと受け止め、今を生きる青年として「乙訓
ま ち

を創る一人」である自覚を持ち、関わる人々

へ少しでも良い影響を与えられる人であるべく邁進して参りましょう。 

 

 今活動できている事においては先人への感謝の心を常に抱き、共に活動している仲間へ

の感謝を忘れず、一人ひとりがそれぞれの価値観を持って主体的に活動しながらも和を大

切にする。 

 

 一つの事に本気で取り組んでいる人の姿を見て心を動かされなかった人はいません。尊

敬される人とはその人の持つ能力ではなく生き方であって、知識ではなく行動です。 

 

 いつの時代も世の中を「まち」を変えてきたのは時代を先駆けた青年一人ひとりの力で

あり、今まさに青年である我々一人ひとりなのです。 

 

 「直志響心」 －先駆けよう、次代を切り拓く青年であれ－ 
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２０１７年度 公益社団法人乙訓青年会議所 

スローガン・テーマ 

 
【スローガン】 

直 志 響 心 

 

【テーマ】 

－先駆けよう、次代を切り拓く青年であれ－ 

 

 

２０１７年度 公益社団法人乙訓青年会議所 

基本理念・基本方針 

 

 

【基本理念】 

 

ファイナルアクションプランに基づいた活動 

 

次代を切り拓く青年として、志高く先駆けて行動できる人財が集う組織の構築 

 

市民一人ひとりが愛郷心と誇りを持てる乙訓
ま ち

の創造 

 

 

【基本方針】 

 

地域に貢献できる経営者の育成と、市民主導による継続的なまちづくりの礎を築こう 

 

愛郷心溢れる乙訓
ま ち

の宝の育成と、真の絆で紡ぐ強固な組織を構築しよう 

 

一人ひとりの魅力を高め合い、魅力溢れる組織を発信しよう 

 

公益性の高い財政支出と、透明性の高い組織運営を推進しよう 
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２０１７年度  公益社団法人乙訓青年会議所 

事 業 計 画 

 

（１）青少年育成、教育文化スポーツ交流事業  

   文化少年団事業（年９回の開催）  

   乙訓ふるさとふれあい駅伝の参画協力  

   青少年育成研修事業の開催 

 

（２）まちづくり事業 

   まちづくり事業の開催  

   二市一町地域創生を見据えた会議の開催  

   二市一町の地域ネットワークの拡大  

 

（３）地域経済及び地域振興の研究、研修事業  

   経営研修事業の開催  

   人づくり研修事業の開催 

   地域創生に繋がる事業の開催 

 

（４）会員交流及び組織維持目的事業 

   会員交流会の開催  

   会員拡大を目的とした説明会等の開催  

   新人会員の勉強会の開催 

 

（５）ＪＣＩ・公益社団法人日本青年会議所・近畿地区協議会・  

京都ブロック協議会への参加・協力 

ＪＣＩ：ＡＳＰＡＣ・世界会議・各種事業 

公益社団法人日本青年会議所：京都会議・サマーコンファレンス・ 

全国大会・各種事業 

近畿地区協議会：近畿地区大会・各種事業 

京都ブロック協議会：京都ブロック大会・各種事業  
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２０１７年度 公益社団法人乙訓青年会議所 

委 員 会 活 動 計 画 

 

 

１．全委員会 

①会員拡大活動と魅力構築委員会への連携と協力  

②まちづくり事業、青少年育成事業への参加・協力  

③災害時における支援への参加・協力 

 

 

２．「地域に貢献できる経営者の育成と、市民主導による継続的なまちづくり

の礎を築こう」 

（地域貢献推進室） 

 

（経営力向上委員会） 

①２月例会の開催（オープン例会） 

②６月例会の開催（オープン例会） 

③１１月例会の開催（オープン例会） 

④研修事業の開催 

 

（地域貢献推進委員会） 

①５月例会の開催（オープン例会） 

②９月例会・広域な連携を推進し地域力が向上する事業の開催 

③二市一町の行政・各諸団体との連携 

④公益社団法人日本青年会議所・協働運動の連携と推進  

⑤各種選挙における公開討論会の実施 

⑥地域創生に繋がる運動の推進 

 

 

３．「愛郷心溢れる乙訓
ま ち

の宝の育成と、真の絆で紡ぐ強固な組織を構築しよう」 

（組織力向上室） 

 

（青少年育成委員会） 

①７月例会の開催（オープン例会） 

②ケイジャーズカップ実行委員会への連携 

③乙訓文化少年団の運営  

④乙訓地方小学生駅伝大会委員会への連携 
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⑤公益社団法人日本青年会議所・協働運動の実践  

⑥新たな防災ネットワークの構築と防災意識の醸成  

 

（絆構築委員会） 

①１月例会・新春交歓会の開催 

②８月例会・納涼会の開催  

③１２月卒業式・忘年会の開催 

④会員交流会の開催 

⑤３ＬＯＭ合同交流会の開催 

⑥会員及び特別会員との親睦に関する事項 

⑦防災意識の醸成と青少年育成委員会への協力 

⑧各種懇親会の設営・運営  

⑨家族交流会の推進 

 

 

４．「一人ひとりの魅力を高め合い、魅力溢れる組織を発信しよう」 

（ＪＣ運動推進室） 

 

（魅力構築委員会） 

①会員拡大活動の実施 

②入会説明会の開催 

③魅力構築セミナーの開催  

④３月例会の開催（オープン例会） 

⑤ＦＴセミナーの開催 

⑥異業種交流会の開催 

⑦各委員会への会員拡大活動の支援 

⑧会員拡大活動に関する情報管理と更新 

⑨新入会員の入会に至るまでのサポート 

⑩新入会員の入会後のサポート 

⑪新入会員入会式の設営・運営 

 

（ＪＣ運動発信委員会）  

①４月メモリアル１００％出席例会の開催 

②１０月例会の開催 

③京都ブロック協議会会長公式訪問の開催 

④行政・地域諸団体の情報の収集及び管理  

⑤青年会議所活動及び地域活動の外部発信並びに会報「おとくに新聞」の  
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制作・発行及び管理（年１２回） 

⑥公式ホームページの制作及び管理 

⑦ＬＯＭ外情報に関する内部発信 

⑧ＬＯＭ内外各種事業の記録データの管理 

⑨理事長対談の取材に関する事項 

⑩ＪＣＩ・公益社団法人日本青年会議所・近畿地区協議会・ 

京都ブロック協議会・各地青年会議所に関する案内・参加動員に関する事

項 

⑪出向者支援に関する事項  

⑫各事業案内の取りまとめ及び参加促進に関する事項 

 

 

５．「公益性の高い財政支出と、透明性の高い組織運営を推進しよう」 

（総務室）  

 

（総務財政委員会） 

①１２月例会の開催 

②役員セミナー・事務事項説明会の開催 

③総務及び庶務に関する事項  

④事務局の管理運営に関する事項 

⑤会員名簿及び基本資料の作成 

⑥ＬＯＭ運営マニュアルの作成 

⑦会員の褒賞・表彰及びブロック等への事業褒賞申請に関する事項 

⑧総会及び理事会・正副理事長会議の設営・運営  

⑨議案の管理に関する事項  

⑩財務、会計一般に関する事項 

⑪財務、コンプライアンス会議の設営・運営 
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２０１７年度 公益社団法人乙訓青年会議所 

会 議 構 成 員 

 

                                 

                                     

                                    

                                    

                                      

                                       

 

理 事 長                   足 立  雅 也  ○議長  ○議長 

副理事長                   能 見  太 郎  ○    ○ 

副理事長                   三 浦   靖   ○    ○ 

副理事長                    崔   祥 龍  ○    ○ 

副理事長                   中 路  耕 太  ○    ○ 

専務理事                   清 水  野 分  ○    ○ 

理  事 （Ｊ Ｃ 運 動 推 進 室 室長）    岩 本  伸 一  ○    ▲ 

理  事 （組 織 力 向 上 室 室長）    谷 口  直 満  ○    ▲ 

理  事 （地 域 貢 献 推 進 室 室長）     堤   淳 太  ○    ▲ 

理  事 （ＪＣ運動発信委員会 委員長）   内 海  義 潔  ○    ▲ 

理  事 （総 務 財 政 委 員 会 委員長）   大 橋  一 隆  ○    ▽司会 

理  事 （魅 力 構 築 委 員 会 委員長）   神 島  真 吾  ○    ▲ 

理  事 （地域貢献推進委員会 委員長）   田 中  望 麻  ○    ▲ 

理  事 （経営力向上委員会 委員長）   鳥 居  淳 希  ○    ▲ 

理  事 （青少年育成委員会 委員長）   疋 田  泰 種  ○    ▲ 

理  事 （絆 構 築 委 員 会 委員長）   平 木  竜 馬  ○    ▲ 

理  事 （総 務 財 政 委 員 会 副委員長）  近 藤  宏 和  ○司会  ▽ 

監  事                   南 出  高 志  □    □ 

監  事                   三 宅  尚 嗣  □    □ 

直前理事長                  松 宮  吾 朗  □    □ 

 

※公益社団法人乙訓青年会議所定款第１７条第３項の定める副理事長の職務代行順位は 

上段よりとする。 

○：構成員 

□：常時出席の上、発言できる 

▽：常時オブザーブ 

▲：議長の要請を受けて出席する 

理事会議事録：事務局長 

理 
 

事 
 

会 
正
副
理
事
長
会
議 
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２０ １ ７ 年度  公 益社 団 法 人乙 訓 青 年会 議 所  委 員 長 方針  

ＪＣ 運 動 発信 委 員 会  委 員 長  内 海  義 潔  

 

 乙 訓 青 年会 議 所 は 「 明 る い豊 か な 社会 」 の 実現 を 目 指し 誕 生 して 以 来 、地 域

に貢 献 す る団 体 と して ３ ７ 年間 に わ たり 熱 い 情熱 と 高 い志 を 持 って 運 動 を展 開

して き ま した 。 先 輩諸 兄 姉 が脈 々 と 培っ て こ られ た 歴 史や 伝 統 を継 承 し 継続 的

に発 展 す る に は 、乙 訓青 年 会 議所 を 魅 力あ る 人 財が 集 ま った 組 織 とし て 発 信し 、

地域 の 人 々に 賛 同 を得 る 必 要 が あ り ます 。  

本 年度 Ｊ Ｃ 運動 発 信 委員 会 で は 、 乙訓
ま ち

の た め に 立 ち 上っ た 先 輩諸 兄 姉 と志 高

く活 動 す る現 役 メ ンバ ー へ の「 感 謝 の心 と 尊 敬の 念 」 を持 ち 、 地域 の 人 々に 感

動を 与 え 共感 を 得 る 時 代 に 沿っ た 新 しく 強 い 発信 力 で 魅力 あ る 運動 を 広 く伝 播

しま す 。 そし て 、 何事 に も 積極 果 敢 に挑 む メ ンバ ー を 下支 え し てい き ま す。  

まず は 、地域 の 人 々 に乙 訓 青 年会 議 所 の運 動 を 知っ て 頂 き共 感 を 得る た め に 、

乙訓 青 年 会議 所 主 催 の 事 業 だけ で な く、 行 政 、地 域 諸 団体 の 取 材で 得 た 活動 や

様々 な 分 野で 活 躍 され て い る 方 と 理 事長 と の 対談 を 新 聞に て 配 布し ま す 。そ し

て、 Ｓ Ｎ Ｓや ホ ー ムペ ー ジ を用 い て 各事 業 の 背景 や 目 的を し っ かり と 伝 え、 写

真や 動 画 を効 果 的 に発 信 す ると 共 に 、 プ レ ス リリ ー ス を積 極 的 に行 い 動 員に 必

要な 情 報 を幅 広 く 発信 す る 事で 、 我 々が 地 域 に貢 献 す る団 体 と して 賛 同 を 得 ま

す。ま た、乙 訓青 年 会議 所 が 継続 的 に 発展 す る ため に 、４ 月メ モ リ アル １ ０ ０％

出席 例 会 を開 催 し 創立 を 祝 うと 共 に 、先 輩 諸 兄姉 と の 交流 を 行 い様 々 な 価値 観

を共 有 し ます 。 そ して 、 高 い志 を 引 継ぐ 事 で メン バ ー 一人 ひ と り が 自 覚 と誇 り

を持 ち 、よ り 強 固で 一枚 岩 と なっ た 魅 力の あ る 組織 と し て存 在 価 値を 高 め ます 。

さら に 、 メン バ ー が出 向 に 対す る 意 識を 高 め て頂 く た めに 、 １ ０月 例 会 を開 催

して 出 向 によ る 出 会い と 様 々な 活 動 で得 た 気 付き や 学 び を 伝 え る事 で 、 人財 の

成長 と 組 織の 活 性 化に 繋 げ ます 。 ま た、 各 事 業に 参 画 する 出 向 者の 支 援 を行 う

ため に 、 京都 ブ ロ ック 会 長 公式 訪 問 を開 催 し 、日 本 青 年会 議 所 、近 畿 地 区協 議

会、 京 都 ブロ ッ ク 協議 会 の 運動 に 対 する 方 向 性を 伝 え る 事 で 、 魅力 あ る 人財 に

成長 す る 一助 と し ます 。そし て 、各 事 業で の 参 加動 員 を 増や す た めに 、ＪＣ Ｉ、

日本 青 年 会議 所 、 近畿 地 区 協議 会 、 京都 ブ ロ ック 協 議 会、 府 内 各地 青 年 会議 所

の各 事 業 の意 義 を 伝え 取 り まと め を 迅速 に 行 う事 で 、 気付 き や 学び の 機 会が 多

く得 ら れ るよ う に する と 共 に、 メ ン バー 同 士 の絆 の 構 築に 繋 げ ます 。 さ らに 、

地域 に 貢 献で き る 魅力 的 な 組織 と な る た め に 、会 員 拡 大活 動 に て魅 力 構 築委 員

会と 連 携 を行 い 、 また 、 ま ちづ く り 事業 、 青 少年 育 成 事業 や 災 害支 援 に も委 員

会メ ン バ ーで 積 極 的に 参 加 し協 力 す る事 で 、 各委 員 会 との 和 を 大切 に し 、 乙 訓

青年 会 議 所の 運 動 が広 が る よう 努 め ます 。  

私 自身 が 何 事に も 真 剣に 取 り 組み 率 先 して 行 動 する 事 で 、魅 力 あ る人 と なり

直志 響 心 の気 概 を 持っ て 委 員会 メ ン バー を 引 っ張 り ま す。 そ し て、 委 員 会メ ン

バー が 互 いに 切 磋 琢磨 し 一 丸と な っ て活 動 す る事 で 、 一人 ひ と りが 成 長 し輝 け

る委 員 会 運営 を 行 い 、 乙 訓 青年 会 議 所 に お い てＪ Ｃ 運 動発 信 委 員会 が よ り一 層

必要 不 可 欠の 存 在 とな る よ う邁 進 し て参 り ま す。  
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２０ １ ７ 年度  公 益社 団 法 人乙 訓 青 年会 議 所  委 員 長 方針  

総務 財 政 委員 会  委員 長  大橋  一 隆  

 

 乙 訓 青 年会 議 所 は１ ９ ７ ９年 の 創 立以 来 、 先輩 諸 兄 姉の 熱 い 情熱 と 高 い志 を

脈々 と 受 け継 ぎ 、「 明る い 豊 かな 社 会 」の実 現 に 向け 、真 っ 直ぐ な 気 持ち で そ の

歩を 進 め て参 り ま した 。 ３ ８年 目 を 迎え る 我 々現 役 メ ンバ ー も また 、 そ の想 い

と誇 れ る 組織 を し っか り と 受け 継 ぎ 次代 へ 繋 げる と 共 に、 公 益 法人 と し て、 公

益性 の 高 い財 政 支 出と 組 織 運営 の 透 明性 を 一 層強 化 し 、地 域 に 住ま う 市 民、 行

政、 地 域 諸団 体 の 方々 か ら の負 託 と 信頼 に 応 える 存 在 であ り 続 ける 必 要 があ り

ます 。  

 本 年 度 、総 務 財 政委 員 会 では 、 先 輩諸 兄 姉 から 受 け 継が れ て きた 会 議 運営 を

継承 し 、 より 建 設 的で 前 向 きな 議 論 に繋 げ る べく 志 を 持っ て 各 委員 会 と の連 携

を密 に 行 い、 情 報 の共 有 と 意思 の 疎 通を 図 る 事で 実 り 多い 会 議 運営 を 推 進し ま

す。 ま た 、背 景 、 目的 、 手 法の 一 貫 性を 常 に 意識 し 、 事業 計 画 、結 果 検 証、 引

継ぎ の 各 段階 に お いて 、 全 てが 適 切 に行 わ れ るよ う に 、議 案 精 査に 取 り 組み ま

す。 そ し て、 公 益 性の 高 い 財政 支 出 の実 現 を 念頭 に 置 き、 乙 訓 青年 会 議 所メ ン

バー や 、 個別 の 事 業に 対 し て協 賛 を 頂い た 方 々か ら の 貴重 な 財 源を 効 果 的に 活

用で き る よう に 、 費用 対 効 果と 公 益 性を 常 に 意識 し 、 適切 な 予 算書 の 作 成と 予

算の 執 行 に細 心 の 注意 を 払 いま す 。 さら に 、 透明 性 の 高い 組 織 運営 を 念 頭に 置

き、 各 種 権利 の 保 護、 コ ン プラ イ ア ンス 管 理 を徹 底 し 、公 益 法 人と し て 相応 し

い管 理 体 制を 継 続 しま す 。  

 役 員 セ ミナ ー で は、 役 員 全員 に 理 事長 所 信 に基 づ い た一 年 間 の方 向 性 を理 解

して 頂 き ます 。 ま た、 各 自 の役 割 と 責任 を し っか り と 自覚 し て 頂く と 共 に、 新

たに 役 員 とな ら れ るメ ン バ ーが 多 く なり つ つ ある 現 状 を踏 ま え 、各 役 職 の役 割

と責 任 を 把握 し て 頂き ま す 。さ ら に 、早 い 段 階で 委 員 会ス タ ッ フが そ れ ぞれ の

委員 会 活 動の 方 向 性 を 共 有 でき る 場 を設 け ま す。 事 務 事項 説 明 会で は 、 議案 書

の作 成 方 法、 議 案 上程 ス ケ ジュ ー ル 、法 令 順 守等 、 守 るべ き ル ール や 決 まり 事

の周 知 徹 底を 図 り ます 。 １ ２月 例 会 では 、 本 年度 の 活 動を 振 り 返り 、 そ の中 で

顕著 な 活 動を 行 っ たメ ン バ ーを 称 え 、乙 訓 青 年会 議 所 の一 年 間 を総 括 す る場 と

する と 共 に、 次 年 度の 活 動 へと 響 く 例会 を 開 催し ま す 。ま た 、 全委 員 会 の担 い

にお い て は、 メ ン バー 一 人 ひと り が 自身 の 魅 力を 高 め 、青 年 会 議所 運 動 の根 幹

であ る 会 員拡 大 に 繋げ る 事 で魅 力 構 築委 員 会 への 連 携 と協 力 を 行い ま す 。ま ち

づく り 事 業、 青 少 年育 成 事 業へ の 参 加・ 協 力 、並 び に 、災 害 時 にお け る 支援 へ

の参 加 ・ 協力 も 積 極的 に 行 いま す 。  

 我 々 、 総務 財 政 委員 会 は 「会 議 所 」と い う 名の 団 体 にお い て 各種 会 議 の設 営

と運 営 を 担い 、 ま た、 各 委 員会 の 事 業に 対 し て指 導 や 審査 を 行 う立 場 と して 、

まず は 自 らを 律 し 模範 と な るよ う に 行動 し 、 各事 業 に 積極 的 に 参加 し な けれ ば

なり ま せ ん。 時 に は厳 し い 指摘 を し つつ も メ ンバ ー へ の感 謝 の 心を 決 し て忘 れ

る事 な く 、メ ン バ ーを 全 力 でサ ポ ー トし 、 各 委員 会 の 事業 を 下 支え す る 委員 会

とな る べ く一 年 間 活動 し て 参り ま す 。  
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２０ １ ７ 年度  公 益社 団 法 人乙 訓 青 年会 議 所  委 員 長 方針  

魅力 構 築 委員 会  委員 長  神島  真 吾  

 

 乙 訓 青 年会 議 所 は１ ９ ７ ９年 に 「 今こ そ 我 々は 郷 土 愛を 再 認 識し 、 自 らの 研

鑽を 通 じ て友 情 を 深め 、 明 るい 豊 か な社 会 の 建設 に 貢 献せ ね ば なら な い 」と い

う先 人 達 の「 志 」 をも と に 創立 さ れ まし た 。 私達 が 青 年会 議 所 運動 を 継 続し 発

展す る に は、 先 人 達の 「 志 」を 未 来 永劫 引 継 ぎ、 Ｊ Ｃ 活動 を 通 じて 地 域 の魅 力

ある リ ー ダー を 増 やす 事 が 必要 不 可 欠で あ り 、一 人 で も多 く の 同志 を 集 めな け

れば な り ませ ん 。  

青年 会 議 所で 、 人 と出 会 い 、何 事 に も真 剣 に 学び 、 活 動す れ ば 一人 ひ と りの

魅力 構 築 に繋 が り ます 。 そ こで ま ず 、１ 月 に 開催 す る 魅力 構 築 セミ ナ ー では 、

会員 拡 大 の意 識 を 再確 認 し 、会 員 拡 大活 動 へ と繋 げ る ため に 、 魅力 の 構 築が 会

員拡 大 に とっ て 重 要で あ る 事を 学 ん で頂 き ま す。 そ し て、 入 会 説明 会 で は、 一

人で も 多 くの 新 た な同 志 を 増や す た めに 、 入 会候 補 者 に乙 訓 青 年会 議 所 の魅 力

を知 っ て 頂く 機 会 を創 出 し 、魅 力 が 伝わ る 入 会説 明 会 を開 催 し ます 。 さ らに 、

入会 後 に 積極 的 な 事業 参 加 をし て 頂 くた め に 、新 入 会 員の サ ポ ート を 行 い、 青

年会 議 所 活動 の 意 欲の 向 上 に繋 げ ま す。 ま た 、３ 月 オ ープ ン 例 会で は 、 乙訓 青

年会 議 所 メン バ ー や地 域 の 方々 の 魅 力の 構 築 に繋 げ る ため に 、 人を 惹 き 付け る

力を 実 感 して 頂 き ます 。 さ らに 、 乙 訓青 年 会 議所 の 魅 力の 発 信 を図 り 、 会員 拡

大に 繋 げ ます 。 そ して 、 異 業種 交 流 会で は 、 新た な 人 との 出 会 いを 創 出 する た

めに 、 有 意義 な 情 報交 換 や 円滑 な 名 刺交 換 を 通じ て 、 ビジ ネ ス のき っ か けや 会

員拡 大 へ と繋 げ ま す。 さ ら に、 Ｆ Ｔ セミ ナ ー では 、 今 後の 乙 訓 青年 会 議 所活 動

を見 据 え た上 で 、 地域 社 会 に貢 献 で きる Ｊ Ａ ＹＣ Ｅ Ｅ を育 成 す るた め に 、入 会

年数 の 短 いメ ン バ ーに 学 び の場 を 提 供し 、 青 年会 議 所 の基 礎 知 識、 活 動 の意 義

や目 的 を 理解 し て 頂き ま す 。ま た 、 対象 と な るメ ン バ ー一 人 ひ とり が 目 の前 の

課題 に 真 剣に 取 り 組み 、 自 身の 魅 力 を高 め て 頂く と 共 に、 同 じ 目的 に 向 かい 協

力し 合 う 事で 、 同 志の 絆 を 構築 し て 頂き ま す 。そ し て 、入 会 年 数の 短 い メン バ

ーと 長 い メン バ ー との 絆 の 構築 を 図 るた め に 、交 流 を 通じ て 友 情を 育 み 、一 人

ひと り の 魅力 の 向 上に 繋 げ ます 。 さ らに 、 地 域に 貢 献 でき る 魅 力的 な 組 織と な

るた め に 、 同 室 で ある Ｊ Ｃ 運動 発 信 委員 会 と 連携 を 行 い、 共 に 乙訓 青 年 会議 所

の魅 力 を 発信 し 、 会員 拡 大 に繋 げ ま す。 ま た 、各 委 員 会が 開 催 され る 事 業や 、

まち づ く り事 業 、 青少 年 育 成事 業 、 災害 時 に おけ る 支 援へ の 積 極的 な 参 加と 協

力を 行 い ます 。  

むす び に 、魅 力 構 築委 員 会 は、 乙 訓 青年 会 議 所を ５ 年 後に は メ ンバ ー １ ００ 名

ＬＯ Ｍ に 導け る よ うに 、 本 年度 ２ ０ 名以 上 の 会員 拡 大 をし ま す 。ま ず は 、自 分

自身 が 、 前向 き に 「全 力 投 球」 で 取 り組 む 姿 勢を 委 員 会メ ン バ ーに 示 し ます 。

そし て 、 委員 会 メ ンバ ー 一 人ひ と り が輝 く 事 で、 他 の 委員 会 メ ンバ ー に も良 い

影響 を 与 えま す 。さ らに 、「 直 志 響心 」の想 い を 胸に 、魅力 ある メ ン バー 全 員 で

会員 拡 大 を行 え ば 、新 た な 同志 と 出 会い メ ン バー が 増 え続 け 自 然と 人 が 集う と

確信 し ま す。  
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２０ １ ７ 年度  公 益社 団 法 人乙 訓 青 年会 議 所  委 員 長 方針  

地域 貢 献 推進 委 員 会  委 員 長  田 中  望 麻  

 

乙 訓青 年 会 議所 は 「 明る い 豊 かな 社 会 」の 実 現 を目 指 し 、先 輩 諸 兄姉 の 「自

分達 の 乙訓
ま ち

は 自 分 達 で 創る 」 と いう 高 い 志の も と 、３ ７ 年 間の 長 き にわ た る 運

動を 展 開 して こ ら れま し た 。私 達 は その 活 動 に心 か ら 感謝 す る と共 に 、 その 活

動と 想 い を継 承 し 、さ ら な る発 展 を 遂げ る 必 要が あ り ます 。 ま た、 近 年 日本 全

体の 活 力 を上 げ る 政策 と し て「 地 方 創生 」 が 掲げ ら れ る中 、 私 達は 乙 訓 地域 に

おい て も さら な る 地域 力 の 向上 に 貢 献し な け れば な り ませ ん 。  

誰 から も 愛 され 、 乙 訓地 域 に 住ま う 一 人ひ と り が誇 り を 持て る 乙訓
ま ち

に す る に

は、 次 代 を担 う 私 達が 市 民 、行 政 、 地域 諸 団 体と 共 に 、今 一 度 地域 の 現 状と 課

題を 把 握 する 事 が 重要 で す 。そ し て 、多 様 な 視点 や 観 点を 持 ち 寄っ て 地 域の 新

たな 価 値 を見 出 し 、乙 訓 地 域の 創 生 に繋 が る 運動 を 推 進し て い く必 要 が あり ま

す。  

本 年度 地 域 貢献 推 進 委員 会 で は、 先 輩 諸兄 姉 が 築い て こ られ た ネ ット ワ ーク

をさ ら に 拡張 す る と共 に 、 市民 、 行 政、 地 域 諸団 体 の 繋が り を 深め る 事 で、 よ

り三 位 一 体と な っ た協 働 事 業を 推 進 し「 地 域 と共 に 夢 と誇 り を 育む 乙訓
ま ち

創 り 」

の実 現 へ 繋げ て 参 りま す 。 ５月 オ ー プン 例 会 では 、 市 民一 人 ひ とり が 乙 訓地 域

の創 生 に 向け 、 今 一度 乙訓
ま ち

と 向 き 合 い 主 体的 に 乙訓
ま ち

の 未 来 を 考 える と 共 に、 地

域貢 献 の 推進 や ま ちづ く り 事業 の 賛 同、 参 画 に繋 が る 例会 に 致 しま す 。 ９月 例

会で は 、 後に 開 催 する 乙 訓 ＤＲ Ｅ Ａ Ｍフ ェ ス タに 向 け 、メ ン バ ーの 結 束 力と 主

体者 意 識 をさ ら に 高め る 例 会を 開 催 致し ま す 。乙 訓 Ｄ ＲＥ Ａ Ｍ フェ ス タ では 、

二市 一 町 の行 政 、地 域諸 団 体 と連 携 し、メン バ ー 全員 で 乙 訓地 域 の 創生 と 、人 々

の心 に 夢 と感 動 を 与え る 事 業を 構 築 致し ま す 。そ し て 、市 民 参 加か ら 市 民主 導

によ る ま ちづ く り 事業 へ 将 来的 に 繋 げる た め の礎 を 築 きま す 。 また 、 市 民一 人

ひと り が 主体 的 に 政治 参 加 する と 共 に、 若 い 世代 の 参 加も 意 識 した 公 開 討論 会

を開 催 し 、 乙訓
ま ち

の 未 来 を 真 剣 に 考え 、 政 策本 位 の 政治 選 択 をす る 機 会を 創 出 致

しま す 。 乙訓 青 年 会議 所 が 「明 る い 豊か な 社 会」 を 実 現す る に は、 一 人 でも 多

くの 同 じ 志を 持 っ た仲 間 が 必要 不 可 欠で あ り 、会 員 拡 大活 動 に おい て も 積極 的

に取 り 組 んで 参 り ます 。 さ らに 、 次 代を 切 り 拓く 青 年 経済 人 と して 地 域 に貢 献

でき る リ ーダ ー を 育成 す る ため に 同 室の 経 営 力向 上 委 員会 と 連 携し 、 資 質の 向

上に 努 め ます 。 ま た、 乙訓
ま ち

の 宝 と も 言 え る子 ど も 達の 青 少 年育 成 に も積 極 的 に

参加 協 力 し誇 れ る 乙訓
ま ち

の 継 承 に 努め 、 市 民の 安 全 を守 る た めに 、 防 災知 識 の 向

上や 災 害 対 策 ネ ッ トワ ー ク の構 築 に も参 加 協 力致 し ま す。  

む すび に 、 本年 度 地 域貢 献 推 進委 員 会 は「 情 熱 」を テ ー マに 、 支 えて 頂 いて

いる 全 て の人 へ 感 謝の 心 と 、乙 訓 青 年会 議 所 のメ ン バ ーと し て の誇 り と 、揺 る

ぎな い 高 い志 を 持 ち、 一 致 団結 し て 地域 貢 献 を推 進 し て参 り ま す。 ま ず 、私 自

身が 乙訓
ま ち

と 向 き 合 い 率 先し て 行 動し た 上 で、 メ ン バー 一 人 ひと り の 価値 観 を 尊

重し 、 共 に成 長 で きる 委 員 会運 営 を 行い ま す 。そ し て 、乙 訓 地 域の 創 生 に情 熱

を注 ぎ 、 最後 に は 「情 熱 の 花」 を 咲 かせ る た めに 一 年 間邁 進 致 しま す 。  
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２０ １ ７ 年  公 益 社団 法 人 乙訓 青 年 会議 所  委員 長 方 針  

経営 力 向 上委 員 会  委 員 長  鳥 居  淳希  

 

乙 訓青 年 会 議所 は １ ９７ ９ 年 に「 明 る い豊 か な 社会 」 の 実現 を 理 念と し 、高

い志 を 持 った 青 年 が集 ま り 創立 さ れ まし た 。 以来 、 多 くの 先 輩 諸兄 姉 が 奉仕 の

精神 を 掲 げ、 常 に 地域 の 発 展を 意 識 し、 地 域 のリ ー ダ ーと し て 活躍 さ れ てき ま

した 。 そ の脈 々 と 引き 継 が れて き た 素晴 ら し い運 動 を 、我 々 は 未来 永 劫 絶や す

事な く 次 代に 引 き 継ぎ 、 発 展さ せ て いか な け れば な り ませ ん 。  

次 代を 切 り 拓く 青 年 であ る 我 々は 「 地 域と 共 に 夢と 誇 り を育 む 乙訓
ま ち

創 り 」 を

目指 し 、 地域 に 貢 献で き る 経営 者 の 育成 や 地 域の リ ー ダー を 育 成 し 、 地 域力 の

向上 を 図 る必 要 が あり ま す 。そ こ で まず 我 々 が、 地 域 にお い て も、 企 業 にお い

ても 、 必 要な 資 質 や経 営 力 を学 ぶ 場 を創 出 し 、地 域 に 貢献 で き るリ ー ダ ーに な

らな け れ ばな り ま せん 。 そ して 、 地 域に 住 ま う人 々 に も、 学 び の場 を 広 く提 供

し、 一 人 でも 多 く の地 域 に 貢献 で き る リ ー ダ ーを 育 成 する 必 要 があ り ま す。  

本 年度 経 営 力向 上 委 員会 で は 、新 し い 発想 で 新 しい 価 値 を創 造 で きる リ ーダ

ーと な る ため の 資 質と 経 営 力を 身 に 付け て 頂 きま す 。 その た め には 多 様 な価 値

観を 身 に 付け 、 新 しい 発 想 を得 て い く必 要 が あり ま す 。価 値 観 は、 自 分 自身 が

人を 惹 き 付け る 人 間に な り 、仲 間 を 増や し 様 々な 意 見 を頂 く 事 でよ り 多 様性 を

持ち ま す 。人 を 惹 き付 け る ため に は 、 自 身 の 利益 だ け でな く 他 人の 利 益 を考 え

られ る 利 他の 精 神 と、 真 っ 直ぐ に 行 動し 続 け るぶ れ な い心 が 必 要で す 。 まず ２

月オ ー プ ン例 会 で は「 ぶ れ ない 心 」 を学 ん で 頂き ま す 。辛 く 困 難な 時 こ そぶ れ

ない 心 で 真っ 直 ぐ に行 動 し 続け る 事 で、 見 て いる 方 に 感動 と 響 感を 与 え 、人 を

惹 き 付 け る 人 間 に な れ る 事 を 学 ん で 頂 き ま す 。 次 に 、 ６ 月 オ ー プ ン 例 会 で は 、

「利 他 の 精神 」 を 学ん で 頂 きま す 。 自身 の 利 益だ け を 求め ず 他 人の 利 益 も考 え

なが ら 行 動す る 事 で、 関 わ る人 々 を 幸せ に し 、人 を 惹 き付 け る 人間 に な れる 事

を学 ん で 頂き ま す 。さ ら に 、１ １ 月 オー プ ン 例会 で は 「創 造 力 」を 学 ん で頂 き

ます 。 多 くの 仲 間 と共 に 一 人ひ と り がお 互 い の価 値 観 を持 ち 寄 り、 新 し い発 想

で新 た な 価値 を 創 造す る 事 を学 び 、 地域 力 の 向上 を 図 るき っ か けを 創 出 致し ま

す。 ま た 、 研 修 事 業で は 、 対人 関 係 能力 を 向 上さ せ 、 円滑 に 経 営を 行 う ため の

体感 型 の 事業 を 開 催致 し ま す。 そ し て、 同 室 であ る 地 域貢 献 推 進委 員 会 には 、

まち づ く り事 業 と 地域 の ネ ット ワ ー ク構 築 に 参加 協 力 致し ま す 。ま た 、 同じ 志

を持 っ た 仲間 を 増 やす た め に会 員 拡 大活 動 に 取り 組 み ます 。 さ らに 、 地 域の 宝

とも 言 え る子 ど も 達 を 育 成 する 青 少 年育 成 事 業に も 率 先し て 参 加協 力 し 、新 た

な防 災 ネ ット ワ ー クの 構 築 に対 す る 協力 も 行 いま す 。  

む すび に 、 配属 さ れ た委 員 会 メン バ ー が、 ぶ れ ない 心 で 行動 で き るよ う に 、

自分 自 身 が 背 中 を 見せ 率 先 して 行 動 致し ま す 。そ し て 、委 員 会 活動 の 中 で新 し

い価 値 を 一人 ひ と りが 見 出 し、 こ の 委員 会 に 配属 さ れ て良 か っ たと 感 じ て頂 く

と共 に 、 乙訓 青 年 会議 所 の 次代 を 担 うメ ン バ ーに 成 長 して 頂 き ます 。 オ ープ ン

例会 に 参 加し て 頂 く地 域 の 方々 に も 、成 長 し 地域 の リ ーダ ー を 目指 す き っか け

を創 出 致 しま す 。  
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２０ １ ７ 年度  公 益社 団 法 人乙 訓 青 年会 議 所  委 員 長 方針  

青少 年 育 成委 員 会  委 員 長  疋 田  泰種  

 

 道 徳心 と は 善悪 を判 断 し 、善 を 行 おう と す る心 を 言 いま す 。 規範 と な る道 徳

心が な け れば 、 人 の心 に 響 く行 動 は でき ま せ ん。 子 ど も達 に お いて 道 徳 心を 学

ぶた め に は、 心 に 響く 経 験 をす る 事 こそ が 最 も適 し て おり 、 後 の成 長 に 大き く

影響 を 与 えま す 。 我々 Ｊ Ａ ＹＣ Ｅ Ｅ にと っ て も経 験 に 勝る も の はな く 、 その 経

験が で き るの も 先 輩諸 兄 姉 が積 み 重 ねて 下 さ った 歴 史 によ る も のと 再 認 識し 、

常に 感 謝 の気 持 ち を持 ち 次 代に 継 承 して い か ねば な り ませ ん 。 その 考 え のも と

行動 す る 事で 、自分 が生 ま れ 育っ た 地 域に 対 す る愛 着 、愛 郷心 が 醸 成さ れ ま す。

これ か ら も 乙 訓 地 域に 住 ま う一 人 ひ とり が 個 性を 発 揮 し、 魅 力 ある 地 域 であ り

続け る た めに 愛 郷 心を 子 ど もの 頃 よ り育 む 必 要が あ り ます 。 ま た、 乙訓
ま ち

の 宝 で

ある 子 ど も達 を 守 るた め に も災 害 対 策は 欠 か す事 の で きな い 課 題で す 。市 町村 、

都道 府 県 の枠 を 越 えた ネ ッ トワ ー ク を持 つ 数 少な い 団 体で あ る 我々 が 関 わる 必

要が あ り ます 。  

本年 度 青 少年 育 成 委員 会 で は 、愛郷 心 溢れ る 乙訓
ま ち

の 宝 を 育 成 する た め に、「 時

には 優 し く時 に は 厳し く 」 の姿 勢 を 崩さ ず に 、一 年 間 活動 し て 参り ま す 。７ 月

オー プ ン 例会 で は 、子 ど も 達の 手 本 とな る た めに 、 ま ず大 人 が 道徳 心 を 身に 付

ける 必 要 性を 感 じ られ る 例 会を 開 催 しま す 。 乙訓 文 化 少年 団 で は、 普 段 関わ る

事の 少 な い地 域 の 大人 達 と 関わ り な がら 、 普 段の 生 活 とは 違 っ た様 々 な 経験 を

する 事 で 好奇 心 を 育て 、 道 徳心 を 養 う機 会 を 創出 し ま す。 ま た 、保 護 者 やＪ Ｃ

メン バ ー のみ な ら ず 、様々 な 大 人が こ の事 業 に 関わ る 事 で、「 地 域の 子 ど も は地

域で 育 て る 」 と い う意 識 を 持っ て 頂 きま す 。 ケイ ジ ャ ーズ カ ッ プで は 、 選手 一

人ひ と り がい き い きと 競 技 でき る よ う、実 行委 員 会 と連 携し て ス ムー ズ な 進行 、

運営 に 努 めま す 。 乙訓 ふ る さと ふ れ あい 駅 伝 では 、 駅 伝幹 事 会 と協 力 し て子 ど

も達 の 安 全を 守 り 、ス ポ ー ツを 通 じ て愛 郷 心 を育 む 事 がで き る よう 、 大 会運 営

を行 い ま す。 さ ら に、 青 年 会議 所 の ネッ ト ワ ーク を 活 かし 、 地 域に 寄 り 添っ た

新た な 災 害対 策 ネ ット ワ ー クの 構 築 も当 委 員 会の 責 務 です 。 そ して 、 愛 郷心 溢

れる 子 ど も達 を 育 てる べ く 、地 域 貢 献推 進 委 員会 の 事 業に 参 加 し、 協 力 して 参

りま す 。 さら に こ れら の 事 業を 未 来 永劫 続 け てい く た めに も 、 魅力 構 築 委員 会

と連 携 を 図り 、 会 員拡 大 活 動に 努 め て参 り ま す。  

むす び に、本 年 度青 少年 育 成 委員 会 は、私自 身 が 先陣 を 切 って 高 い 壁に 挑 み 、

委員 会 メ ンバ ー か らは 目 標 とな る 、 乗り 越 え たい と 思 って 貰 え る 壁 に 自 らが な

る気 概 で 活動 し て 参り ま す 。 「 響 心 から 愛 郷 心へ 」 を テー マ に 、ま ず は 委員 会

メン バ ー に ど う す れば 自 分 達の 乙訓
ま ち

に 愛 郷 心 や 誇 りを 持 て るか を 伝 え、 そ の 考

えを 共 有 した 上 で 行動 し 、 愛郷 心 の 輪を 広 げ る事 で こ れか ら 一 年間 接 し てい く

子ど も 達 、保 護 者 との そ れ ぞれ の 関 わり 方 に 影響 を 与 えて 参 り ます 。 委 員会 メ

ンバ ー 全 員が 目 的 と意 識 を 一つ に し 、愛 郷 心 溢れ る 乙訓
ま ち

の 宝 を 眩 し いぐ ら い に

磨き 上 げ てい く た め活 動 し て参 り ま す。  
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２０ １ ７ 年度  公 益社 団 法 人乙 訓 青 年会 議 所  委 員 長 方針  

絆構 築 委 員会  委 員長  平 木  竜 馬  

 

 乙 訓 青 年会 議 所 は「 今 こ そ我 々 は 郷土 愛 を 再認 識 し 、自 ら の 研鑚 を 通 じて 友

情を 深 め 、明 る い 豊か な 社 会の 建 設 に貢 献 せ ねば な ら ない 」 と いう 高 い 志の も

とに 誕 生 して 以 来 、創始 の「 志 」は 脈々 と受 け 継 がれ 、３ ８ 年目 を 迎 えま し た 。

今後 も 「 明る い 豊 かな 社 会 」の 実 現 を目 指 し 、運 動 を 展開 す る には 強 固 な組 織

の構 築 が 必要 不 可 欠で す 。 その 基 礎 とな る の はメ ン バ ー同 士 の 真の 絆 で あり 、

人が 替 わ りゆ く 中 で現 役 メ ンバ ー 同 士の 人 間 関係 を 構 築す る 必 要が あ り ます 。

また 、 活 発に 運 動 を展 開 で きる よ う に、 乙 訓 青年 会 議 所に 関 わ って 頂 い てい る

皆様 に 活 動内 容 を 理解 し 、 協力 し て 頂け る 関 係を 構 築 する 必 要 があ り ま す。  

本年 度 、絆 構 築 委員 会 で は 、「 志」を 掲 げ切 磋 琢 磨す る 事 で、そ れぞ れ の 個性

や能 力 の 全て が 相 乗効 果 を 生み 出 す 中で 、 互 いに 生 涯 の友 と し て友 情 を 育め る

真の 絆 を メン バ ー 間に 構 築 し、 組 織 を一 枚 岩 にし て 参 りま す 。 また 、 乙 訓青 年

会議 所 の 「歴 史 」 を紡 い で こら れ た 特別 会 員 や、 活 動 を支 え て 頂い て い るメ ン

バー の 家 族や 社 員 及び 他 Ｌ ＯＭ の 方 々と の さ らな る 絆 を構 築 致 しま す 。  

 １ 月 例 会・新 春交 歓会 で は、「 直志 響 心」に 込め ら れ た理 事長 の 想 いや 、本年

度の 活 動 の方 向 性 を、 メ ン バー は も ちろ ん 、 行政 関 係 者、 特 別 会員 、 他 ＬＯ Ｍ

の皆 様 に 理解 し て 頂き 、 お もて な し の心 を 持 ち接 す る 事で 、 今 後の 活 動 にご 協

力頂 け る 関係 を 構 築致 し ま す。 そ し て、 ３ Ｌ ＯＭ 合 同 交流 会 で は、 近 隣 ＬＯ Ｍ

との 親 睦 を深 め 、 同志 と し て協 力 し 合え る 関 係を 構 築 致し ま す 。８ 月 例 会・ 納

涼会 で は 、前 半 の 活動 を 振 り返 り 、 後半 の 事 業に 繋 ぐ 契機 と な る設 え を 行う と

共に 、 お 互い の 功 績を 称 え 合う 事 で 親睦 を 深 めま す 。 卒業 式 で は、 卒 業 生が 活

動し て こ られ た 功 績を 称 え 、新 た な 門出 を お 祝い す る と共 に 、 現役 メ ン バー が

活動 意 欲 を高 め ら れる 式 典 を開 催 致 しま す 。 忘年 会 で は、 一 年 間の 活 動 を労 う

と共 に 、 次年 度 の 活動 に 対 する 「 志 」を 築 い て頂 き ま す。 ま た 、会 員 同 士 の 親

睦を 深 め る事 が で きる 会 員 交流 会 を 開催 致 し ます 。 さ らに 、 日 頃か ら Ｊ Ｃ活 動

を支 え て 頂い て い る家 族 や 社員 へ 青 年会 議 所 活動 を 理 解し て 頂 き、 感 謝 の気 持

ちを 伝 え られ る 交 流会 を 委 員会 単 位 で考 え て 実施 し て 頂く 事 を 促進 致 し ます 。

そし て 、 誇れ る 乙訓
ま ち

を 継 承 し て いく た め に、 絆 の 構築 と い う担 い の 特性 を 活 か

し、 同 室 の青 少 年 育成 委 員 会の 活 動 や防 災 意 識の 醸 成 に寄 与 致 しま す 。 また 、

会員 拡 大 活動 を は じめ 、 Ｌ ＯＭ 全 体 で取 り 組 む事 業 に 積極 的 な 連携 協 力 を行 う

事で 、 乙 訓青 年 会 議所 の メ ンバ ー の さら な る 絆を 構 築 致し ま す 。  

 む す び に、 絆 構 築委 員 会 では 、 物 事を 単 に こな す の では な く 、一 人 ひ とり が

個人 の 能 力を 発 揮 し、 主 体 的に 物 事 に取 り 組 み、 チ ー ムと し て 果敢 に 挑 戦し ま

す。 そ の ため に は 、ま ず 私 自身 が 「 志」 を 持 ちひ た 向 きに 行 動 する 事 で 模範 と

なり 、 メ ンバ ー の 心を 動 か す事 が 重 要で あ る と考 え ま す。 委 員 長と し て メン バ

ーを 感 化 し、 全 メ ンバ ー が 積極 的 に 行動 す る 事で 、 委 員会 の 担 いを 全 う 致し ま

す。  
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２０１７年度 公益社団法人乙訓青年会議所 出向者一覧 

 

【公益社団法人日本青年会議所】 

安全保障確立委員会     副委員長 能見 太郎 

安全保障確立委員会     委 員  小西 光 

安全保障確立委員会     委 員  佐々木 彰吾 

安全保障確立委員会     委 員  山口 雄司 

経世済民会議      広報幹事 堤 淳太 

国史教育委員会               委 員  中路 耕太 

 世界の中の日本確立委員会    委 員  大塚 健介 

 世界の中の日本確立委員会    委 員  崔  祥龍 

 

【公益社団法人日本青年会議所 近畿地区協議会】 

総務・広報戦略委員会           副委員長 松本 美由紀 

総務・広報戦略委員会     委 員  坂元 陸 

総務・広報戦略委員会     委 員  中谷 洸太 

グローバル育成委員会                 副委員長    厚東 聖一 

グローバル育成委員会     委 員  丁ケ阪 悠祐 

防災ネットワーク構築委員会    委 員  佐伯 昌裕 

防災ネットワーク構築委員会    委 員  谷口 直満 

防災ネットワーク構築委員会    委 員  山脇 裕文 

 

【公益社団法人日本青年会議所 近畿地区 京都ブロック協議会】 

監査担当役員 三宅 尚嗣 

ＪＡＹＣＥＥ育成実践委員会    委員長  岩本 伸一 

ＪＡＹＣＥＥ育成実践委員会    総括幹事 上原 史明 

ＪＡＹＣＥＥ育成実践委員会    会計幹事 達城 英治 

ＪＡＹＣＥＥ育成実践委員会    委 員  河合 良忠 

ＪＡＹＣＥＥ育成実践委員会    委 員  小西 光 

ＪＡＹＣＥＥ育成実践委員会              委 員     藤田 真也 

ＪＡＹＣＥＥ育成実践委員会              委 員     山脇 裕文 

ブロック大会運営委員会    委 員  新庄 洋平 

ブロック大会運営委員会    委 員  村中 志津佳 

 公益財政委員会     副委員長 豊西 寛行 

 公益財政委員会     委 員  宮下 祥平 

 国際交流推進委員会                  委 員     坂元 陸 

 総務情報委員会     委 員  菜島 拓朗 

 総務情報委員会     委 員  西田 敬一 

 ＪＣ運動推進委員会     副委員長 谷口 直満 

 ＪＣ運動推進委員会     委 員  下戸 一晃 

 ＪＣ運動推進委員会     委 員  谷川 真也 
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